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開
拓
時
代
の
馬
産
に
つ
い
て

金

子

仲

久

我
々
の
祖
先
が
開
拓
に
入

っ
た
当
時

の
北
海
道
は
う

っ
若
た
る
大
古
自
然
の

原
生
林
の
中
で
始
れ
ら
れ
た
。
北
口
丈
を
越
す
能
…
笹
や
ー
笠
を
極
い
か
く
す
大
木
を

筏
り
開
き
毎
日
が
苦
難
の
連
続
で
あ

っ
た
。

此
の
様
な
状
況
な
の
で
物
資
の
輸
送
一
等
も
陸
路
よ
り
海
路
、
或
は
川
を
利
用

し
て
の
舟
運
に
頼
っ
て
い
た
の
で
官
よ
り
支
給
さ
れ
る
扶
助
米
や
其
他
必
需
品

は
途
絶
え
勝
ち
で
況
や
冬
期
間
は
全
く
孤
立
し
た
状
態
に
な
る
の
で
何
ヶ
月
分

も
の
槌
末
を
調
達
保
管
す
る
方
法
を
と

っ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
之
等

物
資
の
陵
路
の
輸
送
方
法
と
し
て
は
道
と
て
な
い
沢
地
借
や
平
地
の
樹
木
の
少

な
い
所
を
選
び
屈
強
な
若
者
の
背
に
よ

っ
て
運
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
地
方
に
よ

っ
て
は
馬
が
大
き
な
逆
送
の
方
法
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
例
え

ば
安
政
五
年
に
石
狩
調
査
役
の
荒
井
金
助
は
山
越
内
よ
り
馬
ニ
頭
を
購
入
し
た

の
が
石
狩
に
馬
の
入
っ
た
始
め
と
い
わ
れ
、
翌
安
政
六
年
石
狩
役
所
足
軽
屯
谷

丑
太
郎
、
直
辰
、

l
t
 日
高
方
面
よ
り
馬
四
十
頭
以
上
を
石
狩
に
持
ち
来
り
発
寒
を

中
心
に
放
牧
し
石
狩

・
銭
函

・
発
寒
聞
の
陸
連
に
当
て
た
と
い
わ
れ
る
。
尚
当

時
の
開
拓
者
に
は
諸
物
資
の
外
に
偽

一一
政
宛
{
自
給
さ
れ
た
様
で
あ
る
。

北
海
道
に
馬
が
入
っ
た
の
は
そ
れ
以
前
と
思
わ
れ
る
。
東
北
地
方
か
ら
移
住

第

一
号
と
も
い
う
べ
き
安
東
成
秀

一
一
肢
が
永
享
年
間
(
一
四
三

0
年
代
)
に
波

道
し
て
お
り
、
松
前
務
の
祖
先
と
い

わ
れ
る
武
田
若
狭
守
信
広
は
・
手
徳
三

年

(

一
四
五
四
年
)
に
波
道
し
そ

の
後
も
東
北
地
方
か
ら
相

つ
い
で
波
道
し
て

い
る

の
で
、
当
然
馬
を
連
れ
て
米
た
も
の
と
考
え
ら
れ
(
八
戸
芳
夫
ド
サ
ン
コ
よ
り)、

又

一
方
慶
長
二
年

(
一
六
一
五
年
)
松
前
庭
広
が
乗
馬
用
と
し
て
奥
州
か
ら
述

れ
て
来
た

の
が
北
海
道
の
馬
の
始
ま
り
と
説
く
人
も
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
北

海
道
に
馬
が
来
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら

で
奥
州
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
た
漁
場
の
請

負
人
が
運
搬
用
に
、
交
通
用
に
馬
を
述
れ
て
来
て
、
仕
事
が
終
り
帰
る
時
ほ
っ

ぽ
リ
出
さ
れ
た
馬
が
ド
サ
ン
コ
の
枝
先
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
鈴
木
八
郎

「
競
馬
百
科
」
よ
り
)

開
拓
時
代
の
北
海
道
は
熊
、
狼
等
に
よ
る
被
害
が
非
命
に
多
く
、
主
に
鹿
が

狙
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
移
民
が
殖
え
る
に
従
い

家
資
に
牙
を
向
け
る
様
に
な

っ

-1 -

た
。
そ
こ
で
開
拓
使
は
奨
励
金
を
出
し
て
之
等
害
獣
の
駆
除
を
行
っ
た
。
移
民

も
オ
チ
/
¥
家
畜
を
放
し
飼
い
に
出
来
な
か

っ
た
事
は
勿
論
、

人
聞
き
え
襲
わ

れ
る
事
が
あ
っ
た
様
だ
。
特
に
深
刻
な
脅
威
に
岬
略
さ
れ
て
い
た
の
は
日
高
の
開

拓
使
新
冠
牧
場
と
い
う
。
米
人
教
師
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
は
明
治
八
年
か
ら
弦

で
道
産
馬
と
南
部
馬
、
輸
入
馬
等
の
交
配
に
よ
る
品
種
の
改
良
を
進
め
て
い
た
。

然
し
明
治
十
年
頃
に
は
「
彼
を
絶
し
て
し
ま
う
か
、
或
は
新
冠
に
於
け
る
馬
の

育
成
事
業
を
打
ち
切
っ
て
し
ま
う
か
、
何
れ
か
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
特
に
明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
年
)
の
大
凶
作
で
食
べ
物
を
失
っ
た
オ
オ

カ
ミ
の
大
群
が
馬
を
狙
い
毎
日
/
¥
多
く
の
馬
が
倒
き
れ
る
。

そ
こ
で
米
国
よ

り
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ
が
取
り
寄
せ
ら
れ
、
殺
さ
れ
た
馬
に
ス
ト
リ
キ

ニ
ー
ネ
が

仕
か
け
ら
れ
た
。
翌
朝
住
民
が
見
た
の
は
恋
し
い
光
景
で
あ
っ

た
。
お
び
た
だ



し
い
血
を
吐
き
目
を
む
い

て
死
ん
で
い
る
狼
の
山
、
地
獄
絵
の
様
だ
っ
た
と

い

、内ノ
。

(
日
本
に
於
け
る
半
世
紀
の
回
想
に
よ
る

「
明
治
十
年
頃
に
は
動
物
に
ひ
か
せ
た
中
や
縫
等
は
札
幌
市
中
で
は
殆
ど
見

る
事
が
出
米
ず
、
純
白
人
聞
が
引
い
て
歩
い
て
お
り
、
動
物
力
に
よ
る
民
具
と

い

う
も
の
は
札
眺
近
所
の
民
坊
に
は
一
台
も
見
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
様
で
あ
る
」

之
は
札
幌
民
学
校
教
師
ブ
ル

y
ク
ス
の
話
で
あ
る
。

明
治
七
年
ロ
シ
ヤ
に
派
泣
さ
れ
て
い
た
絞
本
武
ぬ
が
約
一
年
間
に
百
一っ
て
行

わ
れ
た
様
太
・
千
品
交
換
条
約
が
明
治
八
年
五
月
七
日
締
結
さ
れ
、
帰
国
の
際

馬
車

・
馬
椛
等
を
持
ち
帰
っ
て
黒
田
清
隆
に
見
せ
、
黒
田
は
そ
れ
を
借
り
て
工

業
局
に
試
作
さ
せ
た
り
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
話
で
ま
だ

実
用
化
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

其
後
里
…
凹
長
官
の
民
業
振
興
に
つ
い

て
の
立
見
に

よ
り
、
東
京
麻
布
に
第
三

官
図
(
約
十
町
歩
)
を
造
リ
ア
メ
リ
カ
式
決
場
と
牧
草
地
、
家
畜
場
が
あ
り
、

実
習
生
に
そ
の
用
法
を
教
え
夫
を
一史に

一
般
民
家
に
伝
え
さ
せ
る
と
い
う
の
が

狙
い
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
明
治
十

一
年
頃
の
函
館
七
重
官
図
や
東
京
第
三
官
闘
で
プ
ラ
ウ
耕
法

の
実
習
に
馬
を
使
っ
て
い
る
写
八
〈が
北
海
道
新
聞
(
昭

-HU--)に
載
っ
て

い
る
が
、
此
の
頃
か
ら
馬
の
良
作
業
は
急
速
に
広
ま

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

hu
花
畔
に
於
け
る
畜
産
の
状
況
は
詳
か
で
な
い
が
(
花
畔
又
は
石
狩
町
の
畜

産
に
詳
し
い
方
の
資
料
発
表
を
期
待
し
た
い
。)
明
治
二
十
九
年
四
月
「
花
畔
牧

畜
会
」
を
結
成
、
其
時
の
続
約
条
文
及
契
約
古
に
依
る
と
花
畔
下
の
学
団
地
六

万
坪
(
花
畔
北
六
紘

・
北
七
日
械
の
学
回
地
)
を
併
り
受
け

一
人
出
資
金
弐
拾
円

で
第
一
回
の
会
只
資
格
取
持
し
た
る
者
十
六
名
で

「
馬
疋
ヲ
改
良
ン
社
会
ノ
前

要
に
応
ズ
ル
ヲ
目
的
ト
シ
」
発
足
し
て
い
る
。
左
に
そ
の
規
約
を
防
げ
て
見
よ

、「
'o

花
畔
共
同
牧
畜
会
規
約

第
一
条
本
会
ハ
花
畔
共
同
牧
育
会
ト
林
シ
其
創
立
予

務
所
ヲ
花
畔
村
三
十
八
番
地

ニ
置
ク

第
二
条
本
会
ハ
先
ヅ
花
畔
村
下
ノ
学
用
地
六
万
坪
ヲ

伯
受
ケ
沼
地

ニ
ハ
牧
草
ヲ
蕃
殖
シ
乾
燥
地

ハ

政
牧
場
ト
ナ
シ
漸
然
歩
ヲ
進
メ
出
向
疋
ヲ
改
良

シ
社
会
ノ
需
用
ニ
応
ズ
ル

ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
条
本
会
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
メ
資
金
弐

百
円
以
上
ニ
テ
創
立
シ
毎
年
募
集
金
額
弐
千

-2-

円
ニ
満
タ
ル
時
株
式
会
社
ト
ナ
ス

何
人

ニ
限
ラ
ス
資
金
ト
シ
テ
金
弐
拾
円
ヲ
出

ス
者
ハ
会
員
タ
ル
市
ヲ
得

会
員
二
ハ
会
員
証
ヲ
交
附
ス

第
四
条
資
金
ノ
払
込

ハ
満
二
ヶ
年
ノ
内
四
回
毎
年

凹
月

十

月

二
回
払
込
モ
ノ
ト
ス

第
五
条
本
会

ハ
会
務
ヲ
処
弁
ス
ル
為
メ
会
員

一
同
ノ

投
票
ヲ
以
テ
理
事
二
名
ヲ
撰
挙
ス

理
事
ノ
任
期
ハ
三
年
ト
ナ
シ
隔
年
其
半
数
ヲ

改
撲
ス
満
期
後
持
団
叫
ん
ス
ル
コ

ト
ヲ
符
ル

理
事
ハ
事
業
/
広
張

ニ
従
ヒ
栴
員
ス
ル
コ
ト

第
六
条
理
一
山中

ハ
名
打
開
判
ト
シ
相
当
ノ
手
当
ヲ
支
給
ス



子
当
ノ
傾
ハ
会
以

一
一川
/
協
議
ヲ
以
テ
之
ヲ

一
令
弐
拾
円
也

{
必
ム

第
七
条
理
事
ハ
会
H
N
拾
名
ニ
述
ス
ル
ヲ
待
テ
総
会
ヲ

一
金
弐
拾
円
也

開
キ
事
業
着
手
ノ
方
法
ヲ
定
ム

ル
モ
ノ

ト
ス

第
八
条
会
以

ハ
資
全
ノ
全
制
ヲ
払
込
7

ザ
レ
パ
会

μ

一
令
弐
拾
円
也

タ
ル
ノ
全
権
ヲ
有
セ
サ

ル
モ
ノ
ト
ス

第
九
条
全
額
ヲ
払
込
マ
ス
シ
テ
退
会
ス
ル
モ
己
ニ
払

一
金
弐
拾
円
也

込
タ

ル
資
金
ハ

尚
十
年
ノ
後
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ

之
ヲ
返
却
セ
ス
既
ニ
払
込
タ
ル
資
全
ト
イ
エ

ド
モ
之
ニ
利
子
又
ハ
利
低
ノ
配
当
ヲ
附
セ
サ

一
金
弐
拾
円
也

ル
モ
ノ
ト
ス
脱
会
ノ
巾
込
ナ
キ
モ
其
期
限
内

一
金
弐
拾
円
也

一
資
金
ノ
全
部
ヲ
払
込
マ
サ
ル
モ
ノ
ハ
脱
会

者
ト
倣
ス

第
十
条
利
益
ノ
配
当
及
諸
般
ノ
報
告
ハ
年
々
十
二
月

卜
占「必ム

一
金
弐
拾
円
也

右
之
通
決
定
数
候
間
会
只

一
同
弦
ニ
抑
印
致
候
也

明
治
二
十
九
年
四
月

一
金
弐
拾
同
也

理

守主

金
子
清
一
郎

⑮@  

一
金
弐
拾
円
也

理
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狩
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L
幌
区

リ
壱
反
歩
一
一
付
小
作
料
弐
拾
五
銭
宛
小
作
者
ヨ

一
金
ヰ
叫
ん
拾
円
也

⑩ 

TJ' 
末

栄
順

リ
地
主
-
一
納
入
ス
ル
事

石
狩
郎
若
生
町
凶
五
接
地

一
、
右
小
作
地

ハ
将
来
牧
草
婚
制
及
放
牧
場
ノ
見
込

一
念
弐
拾
円
也

@ 

山
間
山
出
太
郎

ニ
付
後
年
小
作
料
相
加

ス
ル
モ
壱
反
歩
参
拾
五

銭
ヨ

リ
明
ス
コ
ト
ナ
ク
無
期
限
ノ
事

ナ引
利
郎
化
畔
村
北
十

a

4
-

線

fll 
y 

ノj、

一
金
弐
拾
円
也

⑮ 

い
い
民
部
議

一
一郎

作
者
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
桑
樹
来
木
ヲ
納
付
ル
モ
内

石
狩
郎
副
帆
船
町
外
九
町
:
J村
戸
い
い
K
加
藤

一
件
ハ
石

契

長ワ

由
ナ
Jレ

コ

一
、
此
契
約
ノ
地
所

小
作
者
ヨ
リ
他
人
ニ
貸
与
ス

仇
刊
郡
花
畔
村
小
学
校
ヲ
代
ぷ
ン
花
畔
共
同
牧
畜
ム

zm』

ル
コ

ト
ヲ
得
ス

U

仁
川k
p
u
t
Lア

詮
f
1け
}
部
ヲ
ルじ
内
庁
ト
手
交
付
需
品
子

自

2
5
t

i
e
--1

1
;
-4
E
J・t
f
ド

l
f

一
、
小
作
料
停
滞
ス
ル
ト
キ
ハ
返
地
セ
シ
ム
ル
事
ア

m地
ノ
小
作
者
ト
ナ
シ
タ
ル
ニ
拠
リ
庄
ノ
各
瓜
ヲ
締

ル
へ
シ

結
ス
。

一
、
小
作
者
ノ
都
合
ニ
依
リ
小
作
者
タ
ル
が
ヲ
止
ム

石
狩
郡
花
畔
村
小
学
校
附
印
刷
地

ル
時
ハ

此
契
約
ハ
前
一
ニ
消
滅
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

-
、

υyr
uu山
巴

と

l
j

一
、
年
限
ハ
永
久
ト
ス
ル
モ
学
校
ニ
於
テ
必
要
ノ
場

下
;'1;， 

表
口
一二
十
川

奥
行
百
間

但
シ
米
型
地

ムロニ

小
作
約
定
ヲ
取
消
シ
タ
ル
ト
キ

ハ
此
契
約

石
狩
郎
花
畔
胤
野
肪
他
民
地
第
七
線
道
路
ノ
北
方

モ
消
滅
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
学
凶
地

南
北

前
条
契
約
致
似
問
滋
ニ
述
将
ス
ル
者
也

一一
万
六
千
坪

東
西
咽一
百
問

百
八
十
刷

明
治
三
十
年
三
月
十
二
日

石
狩
郡
花
昨
村
殖
民
地
第
七
線
道
路
ノ
南
方

東
西
弐
百
聞

石
狩
郡
波
船
外
九
町
三
村

加
藤

一
、
学
団
地

二
万
四
千
坪

長

南
北

戸

百
弐
拾
間

但
シ
米
笠
地

花
畔
共
同
牧
畜
会

一
、
布
米
培
地
六
万
二一
千
坪
ヲ
明
治
.
一.十
年
ヨ
リ
〈エ

三
十
六
年
迄
六
ヶ
年
間
小
作
無
料
、
七
年
目
ヨ

山

H
弘

活!

橋
本

型

金
子
治
一

郎
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本
会
的
受
ノ
牧
収
地
ノ
中
じ
線
排
水
ノ
北
万
六
町

六
反
歩
ハ
明
治

-一卜
問
年
間
け
-
ト
九

H
野
火
ノ
為

メ
全
焼
ぇ
。
ぷ
焔
ハ
レ
ぶ
ル
明
治

e

-

卜

一
年
ヨ
リ
連
続

針
火
ノ
為
メ
焼
失
シ
必
ハ
牧
草
ヲ
刈
取
ル
モ
雨
天
統

キ

ニ
テ
其
結
果
収
支
償
ハ
ズ
実
ニ
悶
却
ス

牧
畜
会
日
誌
省
略
ス

此
牧
畜
会
が
設
立
さ
れ
た
私
'か
ら
推
祭
す
る
に
佐
川
刊
に
或
は
運
搬
に
日
常
生

活
上
級
く
事
の
出
来
な
い
役
割
を
川
本
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
明
治
三
十
八
年

十
二
月
調
べ
の
石
狩
町
の
統
計
に
よ
る
と
左
の
通
り
記
録
さ
れ
て
い
る
。

日
山
川
問
削
内
川
内
匹
数

7

・'
U
U引

a
Z
1

+ム
必
A

，

(
馬
)

ヰヒ

i入
n 

J十
正十

石
4守

八
七

四

ー』ノ、

高
岡

七
五

一
三
六

ー」ノ、

生
振

一一一一

一
~ ，、

五
:JL 

花
畔

一
六
八

凹

八

樽
)11 

七
五

lL 

0 
四

合
計

五
九
六

五
九
六

九

明
治
三
十
七
年
六
月
に
第

一
回
北
海
道
畜
産
共
進
会
を
札
幌
中
山
遊
図
地
で

開
催
、
此
の
時
石
狩
町
、
村
田
屯

6
郎
が
馬
の
部
で

一
等
・
貨
を
授
賞
し
た
事
か

ら
も
馬
鹿
改
良
に
カ
が
注
が
れ
て
い
た
が
が
わ
か
る
。

昭
和
尺
年
七
月
石
狩
町
市
政
改
良
会
発
会
、
{
永
南
の
改
良
明
殖
に
力
を
入
れ

毎
年
開
催
さ
れ
る
品
評
会
に
は
民
秀
な
家
百
が
多
数
出
陳
さ
れ
て
漸
次
そ
の
成

出木
が
現
わ
れ
て
来
た
。
昭

和
二
十
八
年
同
住
改
良
に
一
層
成
果
を
あ
げ
る
べ
く

仏
国
産
ペ
ル
シ
ュ
ロ
ン
直
純
催
秀
Mm
牡
馬
グ
ラ
ジ
ャ

ー
ト
|
ル
号
を
購
入
交
配

の
結
来
続
々
阪
・以
m
H
d
が
繁
例
し
石
狩
産
凶
作
ぺ
の
名
戸
を
全
道
に
ひ
ろ
め
た
。
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理
髪
業
一

イモ

駒

井

秀

子

石
狩
町
に
生
き
た
お
ん
な
た
ち
の
足
跡
を
辿
り
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は

は
理
髪
業

一
代
街
道
ヒ
サ
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。
お
話
を
伺
う
う
ち
、

刻
一
髪
業

の
歴
史
も
知
ら
ず
石
狩
町
の
場
合
漁
家
と
民
家
相
手
と
で
は
同
じ
仕
事
で
も
粂

件
が
迎
う
と
い
う
事
も
知
ら
ぬ
ま
、
で
は
、

ヒ
サ
さ
ん
の
お
話
を
充
分
に
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
な
い

こ
と
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
統
船
町

の
菊
池
欣
吾
氏
に
は
主
に
理
容
業
の
沿
革
史
を
、
花
畔
の
斉
藤
幸
市
氏
に
は
本

町

一
併
と
は
異
な
る
花
畔
村
の
特
徴
な
ど
お
話
い
た
だ
い
た
。

石
狩
町
理
容
業
沿
革

l
i菊
池
欣
吾
さ
ん
問
書
を
も
と
に
|

|

周
知
の
よ
う
に
石
狩
の
歴
史
は
、
慶
長
年
間
(
一
五
九
六

1
一
六
一
四
)
に

松
前
滞
が
サ
ケ
の
石
狩
場
所
を
区
画
設
定
し
た
時
に
始
ま
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
理
容
業
に
関
す
る
文
献
は
殆
ど
な
く
、
散
在
す
る
カ
ケ
ラ
を
寄
せ
集
め
て
つ

な
げ
る
し
か
な
い
。

行
さ
れ
る
予
{
疋
で
.

「
北
海
道
理
美
容
史
百
年
L

と
い
う
の
が
来
年
早
々
に
刊

そ
れ
ま
で
は
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
無
い
と

い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。

石
狩
町
企
画
課
編
に
な
る
年
表
に
よ
れ
ば
、
場
所
設
定
以
来
石
狩
町
の
本
町

一
帯
は
常
に
北
海
道
の
歴
史
の
華
や
か
な
部
分
と
し
て
注
目
を
集
め
、
文
化
三

(
一
八

O
六
)
年
有
狩
川
を
探
険
し
た
近
藤
重
哉
の
報
告
「
蝦
夷
地
を
治
め
る

に
は
石
狩
筋
が
第

一
の
地
」
を
は
じ
め
、
安
政
二

ご

八

4
五
)
年
設
泊
さ
れ

た
石
狩
役
所
の
採
場
が
私
丹
よ
り
増
毛
ま
で
を
含
み
、
サ
ッ
ポ
ロ
も
そ
の
支
配

下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
本
町
一
帯
の
繁
栄
は
想
像

漁
場
が
賑
わ

っ
て
海
の
m力

こ
荘
く
J

、
。

''・t
p
J
R
f
d

「
港
々
に
女
あ
り
」
で
は
な
い
が
、

た
ち
が
集
ま
れ
ば
料
理
屋
遊
廓
の
繁
盛
は
こ
れ
は
定
石
で
あ
る
。
遊
間
榊
が
附
、ぇ

れ
ば
妥
結
も
や
っ
て
来
た
ろ
う
し
、

男
前
を
綴
い
た
が

っ
た
若
い
衆
も
多
か

っ

た
に
ぬ
~
い
な
い
か
ら

我
が
ト
コ
ヤ
の
歴
史
も
相
当
に
古
い
と
々
え
て
間
違
い

は
あ
る
ま
い
。

道
理
容
組
合
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
北
海
道
の
ト
コ
ヤ
の
発
祥
地
は
江

差
で
、
今
年
が
そ
の
元
祖
の
開
業
か
ら
百
年
め
に
当
た
る
と
い
う
か
ら
、
石
狩

の
漁
場
に
も
間
も
な
く
開
業
す
る
か
、

あ
る
い
は
漁
期
を
目
あ
て
に
出
張
す
る

理
受
附
が
明
治
の
ニ

0
年
代
に
は
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

町
仲
間
で
は
明
治

三
十
七

・
八
年
頃
こ
の
出
張
理
髪
が
隠
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
菊
池
さ

ん
は
厚
田
の
古
老
か
ら
聞
い
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
理
由
友
病
の
休
業
日
が
十
七
目
だ
っ
た
の
は
こ
の
元
祖
の
命
日
を

充
て
た
と
い
う
話
を
ヒ
サ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
。
現
花
で
は
週

一
度
休
ん
で
い
る

が
、
長
い
間
月
一
回
で
そ
の
後
三
回
に
な
っ
た
時
も
七

・
十
七

・
二
十
七
と
七

の
日
に
休
ん
で
い
る
。

き
て
理
府
合
関
係
の
記
事
が
は
じ
め
て
文
献
に
登
場
す
る
の
は

〈
明
治
十
三

年

ご

八

八

O
)
妥
結
峨
二
戸
五
人
〉
で
あ
る
。
そ
れ
き
り
で
あ
る
が
、
前
出
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年
表
の
明
治
二
十
四
年
の
項
に
〈
こ
の
年
頃

む
〉
と
あ
る
か
ら
、
漁
夫
相
手
の
控
結
床
も

m々
景
気
が
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ

さ
け
漁
夫
約
二

O
O
O人
入
込

る

石
狩
新
聞
社
刊

「
石
狩
案
内

(
明
治
三
十
九
年
版
)
」
に
|
|
流
行
理

髪
、
石
狩
親
船
町、

勝
又
半
山
郎
ー
ー
の
広
告
が
ぬ
被
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が

次
に
、

「
理
髪
」
と

い
う
言
葉
の
初
見
で
あ
る
。
こ
の
勝
又
半
凶
郎
は
菊
地
さ
ん
の
祖

父
に
当
り
、
祈
狩
町
の
埋
一
谷
史
は
こ
の
人
以
後
や
っ
と
現
伐
に
つ
な
が
る
の
で

ふ
め
ヲ
匂
。

と
も
か
く
明
治
三
十
九
年
に
石
狩
理
髪
保
健
組
合
組
合
長
は
勝
又
半
四

郎
で
あ
り
、

以
後
、
勝
又
啓
士
口
(
昭
八
親
船
町
)
1
1
1街
道
善
一

昭

一
五
本

町
)

|

|
佐
々
木
消
一
一
切
(
昭
二
四
八
幡
町
)

|

|
伊
藤
良
雄

(
昭
三

O
八
幡
町
)

ー
ー
ー
斉
藤
幸

一

(
昭
四

一
花
畔
)

|

|
松
品
産
四
郎
(
昭
四
五
八
幡
町
)
|

|

阿
部
治
明
(
昭
五

O
親
船
町
)
|
|
菊
池
欣
吾

(
昭
五
五
視
船
町
)
と
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
四

O
年
の
問
、
街
道
理
容
院
を
守
っ
て
き
た
ヒ
サ
さ
ん

の
名

前
を
こ
の
中
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

尚
、
記
録
と
し
て
残
る
理
容
業
者
数
の
変
遷
を
追
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で

志向

zv
。

明
治
三
十
九
年

理
容
業
者
数

(
戸
)

九

大
正

五
年

十

十
五
年

ート

昭
和

五
年

十

十

年

9七

石
狩
町
の
組
A
H
は
序
回
叫
E

米
を
含
み
、
現
杭
は
新
札
幌
団
地
、
花
畔
団
地
の

業
者
と
合
流
し
て
二

O
戸
に
明
え
て
い
る
が
、
本
町

一
帯
の
業
者
は
昭
和
七
年

現
花
で
二
戸
、
後
三
戸
に
な
っ
て
そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

大
正
Tn一年
の
十
六
戸
を
ピ
ー
ク
に
以
後
一
.0
年
を
経
ず
し
て
半
減
し
た
原
因

は、

一
言
う
ま
で
も
な
く
サ
ケ
漁
の
京
退
に
よ
る
。

石
山
判
明
バ
察
軍
引
「
石
狩
町
沿
草
花
」

、

〈
石
狩
町
遊
廓
沿
が
概
要
〉
を
読
む
と
、

遊
廓
が
最
も
繁
栄
し
た
の
は
明
治
十
二
、
三
年
の
市
引
で
当
時
貸
住
敬
三
」l
六
軒

娼
妓
は
三
六
四
名
に
の
ぼ
り
、

「
殆
ン
ド
北
海

一
ト
呼
パ
ル
、
ノ
盛
観
」
だ
っ
た

と
あ
る
。
そ
れ
が
大
正
三
年
七
月
の
調
査
で
は
「
鮭
漁
年
歳
衰
退
ニ
趣
ク
ト
向

時
ニ
刊
口
座
敷
ノ
衰
退
モ
正
比
例
シ
今
ヤ
三
軒
ノ
貸
座
敷
娼
妓
十
七
名
ノ
モ
ノ
モ

殆
ン
ド
維
持
ニ
窮
セ
ル
状
態
タ
ル
ハ
哀
レ
ナ
リ」

と
激
変
し
て

い
る
か
ら
、
大

- 7ー

正
に
入
る
と
石
狩
町
の
賑
わ
い
も
急
速
に
失
わ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
型

髪
業
も
漁
獲
量
の
激
減
に
追
わ
れ
る
形
で
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

と
は
一
日
口
う
も
の
の
、
街
道
ヒ
サ
さ
ん
や
菊
地
欣
吾
氏
の
戦
争
前
後
の
忙
が
し

か
っ
た
思
い
出
が
示
す
よ
う
に
、

こ
の
地
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
二
軒
の
業
者
に

と
っ
て
は
人
口
に
比
し
て
ま
だ
ま
だ
庖
の
数
が
少
な
か
っ
た
時
代
が
し
ば
ら
く

続
い

た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
菊
地
氏
が
こ
の
数
十
年
来
の
料
金
表
を
保
管
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、

参
考
ま
で
に
右
に
掲
げ
て
み
よ
う
。
年
を
追
う
ご
と
に
表
の
項
目
も
細
分
化
し

新
し
い
技
術
も
登
場
し
、
又
呼
称
も
時
代
を
反
映
し
て
面
白
い

の
だ
が
、
煩
雑

に
な
る
の

で
、
代
表
的
な
項
目
に
限
る
こ
と
に
し
た
。
年
数
は
、
表
に
明
記
し
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間
性
的
支
業

一
代

|

|
街
道
ヒ
サ
さ
ん

の
、}と
|

|
a

街
道
ヒ
サ
さ
ん
は
、
大
正
六
年
十
月
三
十
一
日
、

m
E附
州
大
作
「
雄
久
人
刊
で
十

一
人
き
ょ
う
だ
い

の
二
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
旧
性
井
上
、
生
家
は
漁
業
で
あ
る
。

幼
い
頃
、
次
々
生
ま
れ
る
弟
妹
た
ち

の，
ナ
守
り
を
し
な
が
ら
、
す

っ
か
り
陥

が
落
ち
て
も
{
家
に
削
れ
な
い
事
が
よ
く
あ
っ

た
。
そ
ん
な
ヒ
サ
さ
ん
の
阪
に
、

村

で
一
軒
き
り
の
佐
藤
理
容
院
の

、
硝
子
窓
越
し
に
漏
れ
る
ラ
ン
プ
の
光
が
ま

ぶ
し
く
映
り
、

「夜
で
も
川
る
い

ラ
ン
プ
を
つ
け
て
家
の
中
で
す
る
仕
が
は
い

い
な
あ
」
と
、
夜
快
な
い
忙
が
し
い

我
家
に
比
べ
て
決
や
ま
し
く
思

っ
た
と
い

-
q
，。そ

れ
が
埋
安
聞
を
ぶ
す
下
倣
に
な
っ
た
ヒ
サ
さ
ん

の
、
は
る
か
な
思
い

出
で

あ
る
。

床
援
の
ラ
ン
プ
に
儲
れ
て
い
た
気
持
が
、
次
第
に
ヒ
サ

さ
ん
の
胸
に
現
実
的

な
夢
と
し
て
定
治
し
て
ゆ
き
、
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、
当
別
の
菊
川
八
口
四
位
容
院

で
年
字
奉
公
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奉
公
の
期
間
は
五
午
、
ヒ
サ
さ
ん
に
た
め

ら

い
は
少
し
も
な
か

っ
た
。
男
な
ら
ば
徴
兵
で
五
年
法
取
ら
れ
る
時
代
だ

っ
た

か
ら
、
奉
公
の
五
年
は
抵
抗
な
く
納
得
で
き
た
と
い

う
c

こ
の
五
年
の
問
彼
女
は
た
だ
の
一
度
L
M
m
っ
て
い
な
い

、
制
刊
十
刀
が
け
叩
れ
と
言

っ
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
自
分
で
む
そ
れ
が
当
然
と
思
っ
て
い

た
の
だ
。

こ
の
間
綴
方
が
夜
逃
げ
し
て
函
館
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
時
も
、

緒
に
函
館
ま
で
行
っ
て
い
る
。
間
も
な
く
当
別
に

は
戻
る
が
、
こ
の

一
事
を
み

て
も
ヒ
サ
さ
ん
の
「
夢
」
に
か
け
た
け
な
げ
な
決
心
が
伝
わ
る
よ
う
な
気
が
す

る

こ
う
し
て
十
二
歳
の
早
春
、
ヒ
サ
さ
ん
は
他
人
よ
り
は
少
し
早
い
目
に
故
郷
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と
訣
別
し
た
。
お
そ
ら
く
彼
女
の
阪
が
見
や
っ
て
い
た
む
の
は
、
過
ぎ
去

っ
て

ゆ
く
懐
し
い
光
虫
で
は
な
く
長
い

人
生
の
行
手
に
待
つ
、
向
分
白
身
の
姿
で
あ

っ
た
ろ
う
。

ヒ
サ
さ
ん
は
こ
の
時
税
か
ら
十
円
立
っ
て
い
る
。
当
時
、
地
毛
か
ら
当
別
ま

で
札
沼
線
で
二
円
五

O
銭
だ
っ
た
の
で
、

ヒ
サ
さ
ん
は
汽
半
貨
を
引
い
た
残
金

あ
と
の
五
円
を
頭

金
し
て
お
い
た
。
五
年
の
間
こ
の
お
令
に
は
手
を
つ
け
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、

の
う
ち
二
円
五

O
銭
で
荷
物
に
入
れ
忘
れ
た
三
尺
を
買
い
、

え
ら
い
む
の
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
本
公
人
は
、
現
花
の
よ
う
に
洲
一
容
技
術
を
m
n
う
だ
け
で
よ
い
の
と

違
い
、
掃
除
洗
濯
は
も
と
よ
り
台
所
仕
事
か
ら
子
守
り
ま
で
、
ま
ず
は
女
中
奉



公
と
問
機
の
修
業
か
ら
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
勿
論
無
給
で
あ
る
。
甘
や
か
さ
れ
て
行

っ
た
わ
け

で
は
な
い
ヒ
サ
さ

ん
に
も
、
相
当
に
厳
し
い
弟

P

十
時
代
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

月
二

O
銭
の

こ
づ
か
い

を
貰

っ
た
と
い
う
が
、

フ
ロ
代
が
五
銭
、
床
屋
が
凹

O
銭
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
ど
う
工
夫
し
た
と
こ
ろ
で
さ
し
て
使
い
道
は
な
い
金

額
で
あ
り

又
使
う
時
間

の
自
由
む
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
頃
の
唯
一
の
楽
し
み
は
銭
湯
へ
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
「

い
っ
と
い
で
」
と
声
を
か
け
て
れ
え
な
け
れ
ば
出
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
早

く
す
ま
せ
て
帰
り
近
に
何
か
食
べ
て
く
る
の
が
実
は
何
よ
り
の
幸
一初
で
あ
っ
た
。

あ
の
頃
食
べ
た
な
べ
焼
う
ど
ん
の
美
味
し
き
は
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
ヒ
サ
さ
ん

一
杯
十
銭
だ
っ
た
か
十
二
銭
だ
っ
た
か

は
目
を
納
め
て
お
か
し
そ
う
に
話
す
。

ら
滅
多
に
食
べ
ら
れ
な

い
ご
ち
そ
う
だ
つ
た
の

で
あ
る
。

年
t・T
拳
公
が
あ
け
た
時

ヒ
サ
さ
ん
は
十
七
段
に
な

っ
て
い
た
。
続
方
は
羽

織
と
荒
物

一
式
新
調
し
て
く
れ
、
こ
づ
か
い
を
十
円
く
れ
た
。

ヒ
サ
さ
ん
は
そ

れ
に
預
金
し
て
お
い
た
五
円
を
足
し
て
故
郷
に
土
産
を
い
っ
ぱ
い
買
い
込
み
、

帰
り
の
汽
車
貨
は
再
た
続
に
出
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

い
っ
ぺ
ん
に
大
人
に

な
っ
た
よ
う
な
、
附
れ
が
ま
し
い
十
七
歳
の
彼
女
の
得
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
、
ま
た
お
礼
奉
公
を
無
給
で
一
年
間
、
引
い
杭
き
職
人
と
し
て
数
年
を

そ
の
ま
ま
働
い
て
、
二
十
三
歳
に
な
っ
た
年
石
狩
に
来
た
の
だ
と
い
う
。

そ
の
お
礼
奉
公
の
問
、
月
々

一
同
五

O
銭
の
ニ
づ
か
い
の
中
か
ら
、
税
方
の

真
似
を
し
て
ヒ
サ
さ
ん
は
簡
易
保
険
に
入
っ
て
い
る
。

か
け
金
は
月
五

O
銭、

彼
女
の
辛
持
強
さ
と
目
端
の
さ
く
さ

っ
ば
り
し
た
気
性
が
伝
わ
る
よ
う
な
エ

ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。

結
婚
後
満
期
に
な

っ
た
保
険
金
を
「
ど
う
し
ま
し
た
か
」
と
聞
く
と
、
ーー、

すp.. 

ん
か
子
供
の
モ
ノ
に
使
っ
た
と
思
う
よ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ヒ
サ
さ
ん
が
、
街
道
栄
太
郎
さ
ん
と
結
婚
し
た

の
は
、
昭
和
十
四
年

一
月
四

日
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
珍
ら
し
く
な
い
半
だ
っ
た
が
相
手
と
は
一
而
議
も

な
く
、

た
だ
「
床
屋
で
あ
れ
ば
い
い
、
酒
飲
み
で
な
け
れ
ば
い
い
」
と
そ
れ
ば

っ
か

り
で
、
他
の
必
は
き
し
て
々
え
な
か

っ
た。

そ
の
頃
の
事
で
覚
え
て
い
る
こ
と
と
い
え
ば
製
容
料
金
が
当
別
で
四

O
銭

だ
っ
た
の
に
石
狩
で
は
三
十
五
銭
だ
っ
た
こ
と
。

そ
れ
と
、

川
向
こ
う
に
波
る

の
に
氷
絡
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
。
海
で
育
っ
た
ヒ
サ
さ
ん
に
は
、
こ
の
氷
怖

が
こ
わ
く
て
ど
う
し
て
も
渡
れ
な
か
っ
た
。
毎
日
の
依
重
な
手
れ
の
お
か
げ
か
、
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そ
う
い
え
ば
事
故
な
ど
一
度
も
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
つ
い
に
渡
ら

ず
じ
ま
い
の
ま
ま

そ
の
う
ち
氷
絡
は
な
く
な
っ
た
。

冬
と
い
、
え
ば
当
時
は
除
雪
車
な
ど
入
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
春
先
、

錬
を
運
ぶ

ト
ラ
ッ
ク

の
た
め
に
初
め
て
除
雪
用
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
.
屋
根
ほ
ど
に
高
く

な
っ
た
道
路
の
真
中
を
、
盛
大
に
雪
を
吹
き
飛
ば
し
て
進
む
様
も
、
春
間
近
を

告
げ
る
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
。

結
締
し
て
翌
年
、
長
女
の
節
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
。
す
で
に
一
家
の
働
き
手

で
あ
っ
た
ヒ
サ
さ
ん
に
は
、
育
児
の
時
間
は
殆
ど
な
く
、
弟
子
時
代
よ
り
も
っ

と
忙
が
し
い
毎
日
が
続
い
た
よ
う
だ
。
円
ω
の
普
一
さ
ん
は
、

ヒ
サ
さ
ん
が
嫁
に



来
た
頃
か
ら
好
き
な
高
山
植
物
を
求
め
て
旅
に
出
る
こ
と
が
多
〈
、
頼
ま
れ
、

ば
仕
が
も
す
る
つ
も
り
で
道
具
は
持
っ
て
行
っ

た
が
仕
事
が
目
的
で
は
な
か
っ

.. 。

ナ
'
h

石
狩
川
の
サ
ケ
漁
は
、

が
、
ま
だ
ま
だ
、

二
軒
の
床
屋
で
は
多
忙
を
極
め
る
だ
け
の
容
が
い
た
。
ルm
H

は
月
に

一
日
き
り
、
里
帰
り
な
ど

一
皮
も
で
き
ず
、
葬
式
で
帰
っ
た
時
で
さ
え

通
夜
の
夜
が
明
け
る
と
急
い
で
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

よ
う
や
く
川
の
汚
染
の
ゐ
に
打
幣
を
受
け
て
は
い
た

そ
の
う
ち
戦
局
は
悪
化
し
栄
太
郎
さ
ん

L
出
征
す
る
こ
と
に
な
る
。
節
子
さ

ん
が
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
ヒ
サ
さ
ん
は
ひ
と
リ
に
な

っ
た
。
昭
利
十
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

終
戦
前
後
の
忙
が
し
さ
は
、
全
く
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
睡
眠
二
、

二
時
間
と
い
う
日
が
続
い
た
。

「
病
気
に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
限
り
た
い
と
思

っ
た
で
す
よ
」
と
ヒ
サ
さ
ん
は
言
う
。
空
製
作
報
が
的
っ
て
防
空
壕
に
入
る
と

少
し
こ
の
ま
ま
限
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

、
解
除
の
知
ら
せ
が
来
る
と
ほ
っ
と

す
る
よ
り
が
っ
か
り
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

何
し
ろ
夜
仕
事
仕
組
舛
し
た
あ
と
フ
ロ
へ
行
き
、
そ
の
あ
と
床
屋
に
寄
る
お
客

が
結
構
い
た
も
の
で
、
す
ぐ
に
十
二
時
一
時
に
な
っ

て
し
ま
う
。
し
か
も
朝
は

は
朝
で
漁
師
は
早
起
き
だ
か
ら
、
六
時
に
は
析
を
聞
け
ね
ば
な
ら
ず
、
憧
れ
た

は
ず
の
「
家
の
巾
の
仕
叫

d

」
も
谷
易
な
仕
叫
a

で
は
な
か

っ
た
。

容
の
途
中
で
空
襲
と
い
う
と
、
バ
リ
カ
ン

・
欽
な
ど

一
式
を
箱
に
入
れ
て
そ

れ
だ
け
持
っ
て
逃
げ
た
。
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
で
で

L
仕
事
は
で
き
る
、
子

供
を
韮
っ
て
ゆ
け
る
。

そ
れ
は
、
お
ん
な
理
妥
師

の
さ
わ
や
か
な
自
負
心
で
も

あ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
二
十
三
年
に
は
栄
太
郎
さ
ん
も
彼
は
し
て
き
た
。
舞
鶴
の
病
院
に
収
容

さ
れ
て
い
た
の
を
、
ヒ
サ
さ
ん
は
問
を
雌
れ
ら
れ
な
か

ウ
た
の
で
日
の
持

一
さ

ん
が
迎
え
に
行
っ
て
く
れ
た
。
時
帆
争
の
後
泣
山
似
は
夫
の
身
体
を
蝕
み
、
若
い
う

ち
に
老
眼
に
な
り
問
む
な
く
仕
事
に
ら
注
し
っ
か
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
。

夫
が
無
事
戻
っ
て
く
れ
て
む
、
そ
ん
な
わ
け
で
ヒ
サ
さ
ん
の
子
は
仲
々
空
く
こ

と
が
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

戦
争
と
い
う
も
の
は
、
我
々
庶
民
に
と
っ
て
忠
事
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

と
、
し
み
じ
み
思

い
な
が
ら
、
ヒ
サ
さ
ん
の
他
肢
が
そ
の
不
幸
を
は
ね
の
け
る

ハ取
も
力
強
い
守
り
だ

っ
た
と
す
れ
ば
、
大
き
な
政
治
の
決
定
の
前
に
私
達
民
衆

の
砦
の
何
と
危
う
い
こ
と
か
を
、
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
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今
ヒ
サ
さ
ん
は
、
庖
を
長
男
夫
婦
に
ま
か
せ
て
自
分
は
隠
居
の
身
で
あ
る
。

長
女
は
結
絡
し
、

の
で
、

次
男
は
役
場
に
つ
と
め
て
い
る
。
後
顧
の
歪

L
な
く
な

っ
た

い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
思
い
切
っ
て
、
来
れ
ば
大
低
務
ち
る
か
と
思
っ

て
い
た
飛
行
機
に
も
昨
年
来
っ
て
み
た
。

「
だ
け
ど

な
ん
で
も
な
い
も
の
で

す
ね
」
と
ヒ
サ
さ
ん
は
笑
う
。

今
年
の
秋
は
足
を
く
じ
い
て
入
院
し
て
し
ま

っ
た
が
、
希
護
婦
さ
ん
が
鰐
ろ

〈
位
、

一ょ
人
の

f
供
述
は
入
れ
か
わ

っ
て
連
日
の
よ
う
に
見
緯
に
米
て
く
れ
た
。

「
チ
供
に
は
必
ま
れ
ま
し
た
」
と
ヒ
サ
さ
ん
は
伝
に
打
明
け
て
く
れ
た
。

同
じ
だ
け
仕
恨
み
』
し
て
も
、
人

一
倍
し
た
と
し
て
も
、
女
で
あ
る
こ
と
で
強

い
ら
れ
た
胸
の
う
ち
を
ヒ
サ
さ
ん
ら
忍
ん
で
き
た
に
違
い
な
い
が
、
わ
ね
ん
な
一

代
、
自
分
で
選
ん
だ
道
の
行
手
に
悔
は
な
い
と
忠
わ
れ
て
、
口
私
は
そ
こ
に
ヒ
サ



さ
ん
め
い
さ
ぎ
よ
い
生
き
僚
を
は
た
と
思
っ
た
。

昭和17年頃の街道理客室
(立っているのがヒサさん)
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汽
雄
常
市
さ
ん
間
代
けを
も
と

に
!
ー
ー

斉
銀
座
容
院
は
花
畔
民
協
の
児
向
か
い
に
あ
る
。

こ
こ
で
は
斉
燥
さ
ん
の
前

に
全
森
テ
ツ
へ
イ
と
い
う
人
が
、

や
は
り

mI谷
院
を
経
営
し
て
い
た
。
@
ぞ
の
山
山
山

は
わ
か
ら
な
い
。

昭
和
十
三
年
金
森
さ
ん
か
ら
戊
リ
受
け
る
時
、
相
手
が
相
当

」品
令
で
あ

っ
た
の
を
覚
、
え
て
い
る
こ
と
と
、
大
正
七
年
に
斉
燥
さ
ん
が
父
判
例
の

の
附
係
で
新
町
か
ら
花
畔
付
に
修

っ
て
き
た
時
す
で
に
、
金

森
理
容
院
は
村
に

一
軒
き
り

の
、
花
畔
の
地
に
馴
染
ん
だ
脂
綿
え
で
あ

っ
た
こ

仕
目
前
a

(

船
大
工
)

唱
E
A

'
E
A
 

と
を
与
え
A
n
わ
せ
る
と
、

明
治
末
年
か
ら
開
業
し
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
そ

う
で
あ
る
。

斉
藤
さ
ん
は
明
治
凶
十
五
年
の
生
ま
れ
で
、
年
・李
指
公
は
十
七
歳
か
ら
七
十

三

・
四
ぶ
ま
で
、
ヒ
サ
さ
ん
の
弟
子
時
代
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
で
あ
る
。

二
人

の

男
女
の
差
か
年
令
の
差
か
、
そ
れ
と
も
続
方
の
せ
い
か
か
な
り

奉
公
事
情
は
、

進
う
印
象
で
、
寺
市
さ
ん
は
比
較
的
自
由
な
渉
開
れ
の
中
で
、
税
元
へ
も
時
お

り
帰
っ
て
い
る
。
本
公
先
は
、
札
幌
北
区
の
川
端
理
容
院
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
や
は
り
今
と
は
比
絞
に
な
ら
な
い
。
仏
、
に
な
る
と
朝
メ
シ
前

の
姥
突
い
叩
除
と

雪
か
き
は
幸
市
さ
ん
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

奉
公
時
代
と
い
え
ば
高
足
駄
の
思

い
出
が
あ
る
。

当
時
め
奈
八
ム
人
は
年
令
が

一
般
に
低
か

っ
た
せ

い
も
あ

っ
て
向
い
客
用
柿
子
に
刷
か
な
い
の
で

判
明
方
は



時
に
は
こ

0
セ
ン
チ

L
あ
る
古
同
日
比
駄
を
は
か
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
幸
市
さ
ん

も
背
が
低
か
っ
た
の
だ
が
、
川
端
理
容
院
の
判
明
方
は
か
、
え
っ
て
七

・
八
セ
ン

チ

位
の
足
駄
を
与
え
た
と
い
う
。

「兆
円
の
び
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
と

一
府
汗
が
伸

び
な
い

」
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
足
駄
の
肉
の
川
氏
に
、
幸
市
さ
ん
は
自
転

4
U包
か
ら
古
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
を
立
っ
て
き
て
貼

っ
た
。
滑
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
音
の
し
な
い

よ
う
に
と
い
う
配
慮
で
あ
る
。

あ
っ
た
か
な
あ
」

と
笑
い
な
が
ら
、

こ
の
懐
か
し

い
む
か
し
話
を
斉
藤
さ
ん
は

「
さ
て
税
方
の
親
心
の
効
果
は

語
っ
て
く
れ
た
。

斉
藤
幸
市
さ
ん
は
、
始
め
淡
戸
で
開
業
し
そ
の
後
花
畔
に
戻

っ
て
い
る
。
a

間

売
の
事
を
考
え
た
ら
、
こ
の
ま
ま
茨
一戸
に
と
ど
ま
る
か
収
父
の
勧
め
る
美
唄
へ

行
く
方
が
将
来
性
も
あ
り
そ
う
だ
つ
た
の
だ
が

、
花
畔
を
動
き
そ
う
に
な
い
父

貌
へ
の
孝
行
の
つ
も
り
も
あ

っ
て
決
め
た
と
い
う
。

事
実
、
街
道
さ
ん
や
菊
地
さ
ん
が
容
に
追
わ
れ
て
い
た
十
数
年
の
間
も
、
占
…

有
す
る
民
家
が
相
予
の
花
畔
で
は
、

た
っ
た

一
粁
の
理
容
院
さ
え
満
足
に
立
ち

行
か
な
い
有
様
だ
っ
た
ら
し
い
。
ヒ
?
な
時
間
に
は
自
家
用
の
畑
を
耕
し
、
幸

市
さ
ん
は
戦
争
中
は
消
防
隊
只
に
登
録
し
て
、
空
襲
警
報
の
し
ら
せ
が
あ
る
と

村
の
仙
川
に
よ
じ
の
ぼ
っ
て
半
銭
を
た
た
く
の
が
役
目

で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の

物
は
八
メ
ー
ト
ル
は
有
に
あ
る
と
い
う
高
い
も
の
で
、
斉
藤
さ
ん
に
は
相
当
こ

れ
が
苦
・
桶
だ

っ
た
ら
し
い
。
日
に
何
度
か
往
復
す
る
W
H
i
u
多
く
、
そ
ん
な
時
は

文
字
泌
り

い
の
ち
が
け
の
仕
事
で
あ
っ

た
。
「

l減
争
中
ミJ

ト
コ
ヤ

の
方
は
ヒ

?
で
し
た
ね
え
」
と
い
う
斉
藤
さ
ん

の
言
葉
は
、
ヒ
サ
さ
ん

の
思
い
出
と
比
べ

る
と
両
地
区
の
相
違
が
よ
く
わ
か

っ
て
興
味
深

い
。

斉
藤
理
容
院
が
、

ど
う
や
ら
こ
う
や
ら
現
在
の
建
物
に
新
築
で
き
た
の
は
昭

和
三
卜
三
年
の
こ
と
で
、
開
業
以
来
二

O
年
を
経
て
い

た
。
容
が
増
え
た
か
ら

で
は
な
く
古
い
家
が
限
界
に
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
新
札
脱
団

地
が
で
き
、
花
畔
団
地
が
建
つ
よ
う
に
な
っ
て
、

や

っ
と
花
畔
も
徐
々
に
人
の

往
来
が
増
え
る
よ
う
に
な
る
。

「住
民
ハ
皆
原
野
ノ
区
画
地
内

ニ
散
在
シ
敢
テ
密
集
部
落
ヲ
為
セ

ル
所
」
が
な
か
っ

た
の
は
、

か
っ
て

「
砂
地
ノ
上
此
一
一
少
ナ
ル
腐
机
質
援
土
被
覆
シ
地
味

肥
沃
ナ
ラ
ズ
」
だ
っ
た
故
で
も
あ
り
、
海
辺
に
按
し
常
時
汐
風
が
吹
き
荒
ん
で

良
作
物
が
被
害
を
受
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
こ
そ
、
村
民
が

E
い
に
協
力
し
あ

っ
て
育
て
て
き
た
風
防
林
も
、
今
で
は
守
る
べ

き
畑
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
。

-12-

こ
う
し
た
花
畔
の
変
貌
に
、
助
け
ら
れ
た
人
も

い
れ
ば
追
わ
れ
た
人
も
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

斉
藤
幸
市
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、

あ
る
も
の
は
な
く
、

ま
こ
と
に
人
の
一
生
ほ
ど
機
々
で

そ
れ
な
の
に
必
ら
ず
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
に
無
紋
で
は

あ
り
得
な
い
の
だ
と
い
う
、

そ
う
し
て
そ
れ
が
当
り
前
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と

い
う
思
い
を
深
く
し
た

の
で
あ
っ
た
。

参
考
資
料

「
石
狩
町
沿
革
誌
」

「
九
町
三
村
時
代
の
石
狩
」

「
石
狩
町
制
年

の
あ
ゆ
み
」



北
大
中
央
図
書
館
内
北
方
資
料
室
所
蔵

村
山
家
文
書
中
に
包
蔵
せ
る

井
尻
静
蔵
家
文
書
目
録

長

谷

川

品司

井
尻
町
仰
政
父
を
半
左
衛
門
と
言

文
政
卜

一
年

一
月
鹿
児
・川
県
に
生
れ
た
り

と
言
ふ

、1

・

i
t
-
-
J
.
L
i
F
Jふ
友
と
t、

.lav-
-
Hを
多
ぜ

J
。

H
リ
汀
『
寸
お
1
1
4
こ
f
イ

J
I
-
-
h
、l
J
7
4
1
J
I
--
4
正
1
J
L

Hキ

半
左
衛
門
五
卜
ぷ
，

v

寸
い
州
政
は
安
政
元
年
の
生
れ
に
て
・

一十

-一ぷ
な
り
。

こ
れ
よ

り
先
MW
成
十
六
段
に
し
て
大
阪
に
出
で

忠
実
勤
勉
に
間
業
を
けん
山
門
う
こ
と
五

年
IHJ 

既
に
石
狩
小
伶
川
を
役
米
し
て
商
業
を
営
む
父
半
左
衛
門
を
助
け
ん
と

し
て
石
狩
に
来
り
し
は
明
治
八
年
に
し
て

半
左
衛
門
が
開
拓
山
氏
御
用
述
林
徳

左
衛
門
代
理
の
名
の
も
と
に
村
山
家
の
石
狩
漁
場
の
使
用
権
を
入
手
し
た
時
で

あ
っ
た
。
時
に
漁
業
不
案
内
の
ゐ
村
山
家
の
総
図
利
兵
衛
を
手
助
け
と
し
て
品川

入
れ
専
ら
漁
業
に
#
念
せ
る
に
よ
り
其
業
漸
く
雌
な
り
、
父
残
せ
る
後
家
を
継

ぐ
、
こ

の
後
河
野
常
行
翁
の
言
を
的
り
て
-一一山
え
ば
、

「
其
家
漸
く
日
む
や
乃
ち

小
怖
に
合
服
を
往
設
し
て
、
一れ
狩
漁
場
よ
り
回
送
す
る
所
の
海
産
物
を
誠
一
位
す
。

後
他
の
同
業
者
よ
り
委
託
を
受
け

北ハ
の
数
日
見
漸
次

m加
せ
し
を
以
て

rJ.l. 
悦

を
拡
仮
し
て

純
然
た
る
へ
れ
州
業
を
開
始
せ
り
。
小
伶
に
於
け
る
九
日
泌
業
創
始

の
功
は
、
級
践
に
あ
り
と
お
う
。
十
六
年
以
降
更
に

η旧
に
鯨
漁
場
を
開
き

石
狩

の
終
漁
吟
と
共
に
雌
に
営
業
し

当
時
石
針
原
山

a

一部
漁
業
者
中
に
足
た

什於
の
紡
削
ボ

U
山口川
を
殺
し

資
版
本
を
以
て

U
せ
ら
る
る
に
至
れ
リ
。

比ん
の
け
の
に
力
を
H

川、
し
‘

ru
狩
以
川
地
ト
乃
の
公
共

uw'栄
に

金
白
川
を
寄
付
す
る
所

少
な
か
ら
ず
。

ト
ド
札
半
.
円
卜
じ
日
夜
す
。

i

j

-

1
5

-

氏
子
甘
木
嗣
ぐ
、
又
父

の
名
を
紋
ぎ
て
尚
北
と
紘
す
」
と
そ
の
「
北
海
道
史
人

上
」
巻
に
・
ぶ
さ
れ
て
肘
る
。
一
細
身
は

よ
の
二
代
目
指
蔵
の
長
チ
、
北

海
泣
で
の
井
比
家
の
山
代

H
の
正
」
一氏
よ
り
依
頼
さ
れ
て

-」

の
目
録
を
作
成
し

命
日
山
「
菜

た
。
正
て
氏
と
は
市
生
物
学
者
と
し
て
有
名
な
井
尻
正
一
氏
で
あ
リ

K
午
前
は

編
醤
が
ト
年
未
取
組
ん
で
居
る
村
山
伝
兵
衛
以
米
の
村
山
家
の
文
民U
目
録
か
ら

ト札
、
句
、

F
.

J
'
v
d
t

」

氏
に
御
送
り
し
た
も
の
の
舵
で
あ
る
。

又
ノi、、
~、

今

J
司
E
A



村山家文書中の井尻家文書 目録

村山家番号 |年 年 月 日 内 z‘ー仕

No.l86 1明治8亥 4月7日 |村山家と井尻半左衛門の11lIに取交されたる

約定:咋下在 (32cm) 

No.l87 1/ 4月10日|向上に対する井尻家よりの念力

(114.2cm) 

尚鴎 |明di8亥 4月13日|収制願受代金3千円上納明延JU問

宛先

松本卜日1¥殿

No189 金 3千円也納入方決定/上乍恐棚上倣 |松本十郎殿

No.l90 

No.l91 

NO.213 

No.238 

No.239 

NO.250 

2千円上納
H 亥 4月15日 1，占T円延納上納方奉関上侠

奥付付

" 亥 4月17日 |金 2千円也利息、 180内也領収証

明治 8!CI三6月23日|収税鮭代千円利息、20阿也領収z注

目月治10年丑 2月181井尻半左衛門送籍届状

日 |

明治11年 6月24日 |石狩横町へ転住腐

明治10if6月16日 |竹原塩 51友盗難届

t公本宇IJ官殿

ヂ1・尻半左衛I"J1'l1

井尻代
力Hト円八殿

鹿児I:J¥L';l.:下第三大

区戸長瀬戸山市郎

調所医大殿

No.251 11 6月18日 |稼方土人(ツインカリ伎 150人)持imJii I lj~1拓使長官民E

No.266 I明治 8iド~全10年 lil!i浜 ・点第網漉1"'(他基阪 (半紙二 ツ徽折9

NO.267 

No.268 

NO.275 

NO.308 

NO.326 

NO.336 

NO.379 

NO.384 

NO.385 

11 

11 

丁綴り)

石狩郡漁場 4 ヶ統収獲高.!IJ:~者入 'lc2~~;i十rr.表

(苛鉱半紙8丁綴り)

f~J盟 ïr:;及諸入賞 8 ， 9， 10年平均;凋(美波

大十"J罫 10枚綴り )

祝丸(146石積)しつぶ浜にて破船に付船i卸

税之儀ニ付奉申上候

明治12年11月 2日 |金 150円也筋子百栂代'支'取証

" 14if10月 5日|溺死人之儀ニ付公i23御J段階l

11 15年 3月3日|井尻I市太郎緋漁業のね小樽へ分家願

11 17年 9月10日 |念書一札

11 18年 3月20日 |金 4，680円の年賦函E3

11 向上に対する約定持及委任状

- 14一

小村1船改所1卸中

力[J藤円八殿

戸長i生J品i卸中

旧石狩郡長
山崎t-/i射殿

村山その殿

林鰍一郎代
井尻締蔵院:t

11 

??出人

村山金八郎

井尻半左衛門

代
加藤円八

林代
井尻 ⑩ 

森f色太郎 ⑮ 

林代

井尻半左衛門 ⑮ 

民事局

民事局

井尻半左衛門

井尻代
円八

H 円八

井尻半左衛門船占
中村定吉

井尻半左術門

半左術I"J代
I\j\f~ 

，¥J.政 ・円八

井尻的i滋

村山その

11 



No.386 1明治18年 5月27日 |拾物御届

No.387 1 /1 6月29日1;念 3

No.389 1 1/ 7月23日|石狩嵯漁場入札広告 (和紙 3牧)

No.391 1/ 8月 l日|公証付先券証 (17校)

No.406 1明治19年10月12日|金 5千円借用証役 (13枚)

No.407 1 1/ 1 /1 引当面IJ証書

No.408 1 I明治19年10月12日 |公証取消願

石狩分符御中

村山その殿

村山その殿

谷127三殿

1/ 

井尻f冷蔵

井氏f金蔵

礼申見広1

井尻結成

問口傍太自11
i~i.藤il);l太郎

井尻静政

~;lU1J 公証役場御中 |井尻、村山代

学務委只俄牛:'茂弘
託:代人山本多岐ぬ側 |明治20年 9月別|金 7門50銭也花畔小学校寄附領収証 |井刷榔

No.448 明治22年 |石狩四漁場及持鮫使用人夫数;ょ.J (2枚)

No.443 明治18年-24年 |持般数調 ( 2枚)

No443 1明治23年

No504 

No.505 

No.507 

No.509 

No.508 

No.510 

No.511 

No.512 

No513 

No514 

No.516 

No.517 

No.518 

No.519 

No.520 

No.52 1 

Nu522 

No523 

No.524 

No.531 

No.532 

No535 

石狩)11下ヤウスパ鮭漁場修路願属

下テイ ネ鮭曳網修隠居

明治25年 7月11日 |白米 3i1<ワラジ壱個ヒ ッフ令引波被下皮党

1/ 7月13日 |白米 l依 斉藤 重三へ被貸波!交き'1'Z

九

1匂
に九
札
d

九日比

九

%

キ

へ
+

之

へ

三

〈

川
匂
」

ノ

義

ス

目

ウ

へ

波

〆

ヤ

パ

プ

1

枚

ス

ツ

綿

初

ウ

ヒ

絵

皿

ヤ

枚

人

目

凶

倒

ぬ

〆

リ

l

椀

l

ベ

鮭

茶

約

薄

草

飯

桧

口U

門
口

門

口

口

口

Fb

n
hv

Q

d

1
A
 

っ“

フ
臼

ワu
q

JV

日

川

同

月

同
月

日
月

づ
，
ヴ
，
ヮ
，
勺
，

/1 血30人前 シップへ被波j支 ロ己

8月 6日|玄米 6ii友白米 H友l床ソ 2mヤウスパより

8月10日|桧斜1，2メ自来日へils'され皮 記

/1 平鮭2個ヤウスパへ ヨコ
，，'-' 

8 月 12日|桧科~ 2メ自ヒソプへ Ji: 

8月15日|薄べり 10枚古谷へ被波下皮

8月19日|味噌l樽古谷へ被波下J交 覚

8月21日 11味噌養生芝へ 党

8月23日|釘 l寸 600匁 1寸5分 300匁 被j度度

8月30日|白米 1i1<斉 藤m三へ1t波願!支 記

9月 6日|笹illl-e:樽ヒ ソプ依頼

1 bT 1寸5分 500匁
9月 5日|釘 1寸 300匁右衆臼へ依頼

9月16日 |昧 情 1 r.r鮭 2個古谷へ 党

10月 3日 |白米 1依斉藤重三へ波され皮キ

10月 D日|酒壱栂費量生芝へ御波紋下皮

11月初日|白米 l俵斉藤重三へ被貸j度度

No.497 1明治26年 税及諸入費 皆済切符波され皮 (;1モ) 1加 藤

戸

h
d

石狩t官\~ll
事務所御中

1/ 

@御庖

⑧御広

告 !藤好卜'Jf卸'1'

② i卸防

⑧ 念様掛i卸中

⑧{卸府

⑧御広

③ 例7係御 中

⑧ i卸庖

⑧企庫係{卸l十2

⑧御応

③ 御宿

②御用1

③ i卸!お

⑧ i卸白

②倉庫係御中

@1卸庖

②御尉

②御庖

井ut代
JJIIト円八

全

編三 ⑥

全jお

金⑮

全牛;宿

全⑫

全r，li

全⑫

全⑫
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No.479 I明治26年以降

No574 

No573 I明治28iド2JJ 

石狩両~人名党 (半紙械Aニパ1í' 5 枚)

(石川病腐の名あリ 26年 6月以降と判定)

第 4 団内国勧業博H~品辺氏{寸脂 ß~

全上1;efl:j及先l羽出品凋等 3.'.

No.607 I 明治29年 7月6日|金70円也領収証 ( 2枚)

NO.61O 

No.608 

1/ 

II.fI治29T?125|金銭 (出入不明)協

No628 I明治初年 l月28日|貸下地雑立木売却1*'1定書

No632 明治30年 2JJ 15日 i金15向 也 体 総Hn入得l;付金制収苫

2 JJ 15日 I4口合36円の内よリ井民家政り

10同法引御波有之l交覚

No640 I明治30"1'.31128日 111J.lifi29年第 5Jm納税領収証 (5枚)

No.6.l3 

No.I131 

No.I132 

No.665 

No.703 

No.783 

No.l133 

11 .l月 16日|明治30年度第 1JIIJ ItÞ.戸別~1，1J';とj・ Z;切 ( 2校 )

白tit委f:f:.tk ( 2枚 )

明治30.1，~ 5月8日|〆 2同09銭領収;正(印刷J)

明治30iド5月31日|令10円也受取占

1/ 7月9日 I 1/ 1/ J也tIl( 1枚)

1/ 7月6日 I::rï~守郵便局氾nz)住金領収証

石狩郵便局舎傍受取証

1/ 7月間|杉細長9-H5枚長 8尋胤慨 正

No.1l34 I 1/ 7月24日|杉海貝lHA事3尺 5校長 8.f.}3尺II枚味噌

5伶受取記 (;，1取 ウラ -~~及金 3 円60銭支払

済記入)

明治3附No.674 

No.678 

No679 

No.680 

NO.68 1 

NO.688 

No.717 

NO.709 

No.720 

No.729 

1/ 8月18日|オタピリ漁場貸借約定証

1/ 8月25日 I30年~2 J羽納税領収証 ( 8枚)

11 8月27日 I li7鮫ニテ長材 7本航込iil:tk

オンコ材8-1>:他材科石数J己(2校)

明j台30"~ 9月2日

明治30年 9月

明治31if1月

明治31iド1月15日

t拘』台3)i!'-2月25日

明治31年 3月25日

8U合31内98銭 7J!.l!.;百取l反証

村山家復興祝賀に当リ井尻家へのA・i移文'i:

( 1I1口梅太郎 と J~に六通 )

ii¥4 J切税8口39円98銭4i'豆官([I!J(仮ぷ

金20JIJ也花畔'ドヤウスパ鱒漁場N}用 証

加藤岡八を代理人とする符

m 5 JYJNo.43. 45. 48号領収証
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1m!}円八係
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⑧御用1

ti~永.!~

受取人必永#.

Im ~長 崎千，~}

井I)L ，~'Ì'h:主

持l凡，iT，滋

井尻，iVI滋

fJt誠司巨応

‘全

弁ー尻目P蔵

1'1'尻OI')';;ぬ

小t料金il11l，t' I刑守③応

lB人 井 尻自主成

井尻的i友代
加藤円八殿

1/ 

全御桁

井尻!I:
1m硲Ig八殿

井尻，1予正E殿
t奪回手IJ兵衛殿

代加藤円八Hi
fL純文1T1<

村上光殿

金1占

能~俊太郎
lEJi.ド

岡崎利三郎
納悦委只
l;1山泊太郎

⑧ 1，1; 

納税ード務所

納税 'l~務所

池Ill'j':之助

}HI.，í;I~~ 

納税委員
I;i山 ~j~'太郎



Nu730 

Nu737 

Nu739 

Nu760 

明治31年 3月25日|第 5期14.16. 17. 34. 35. 36 

明治31.11'-3 月 28 日 130年地車且2.~切分領収証及..rmö封筒入(19.ò:) I井尻局政殿

明治31年 4f14日 I31年第 51t/1分 8ロ介39円98銭 91'li仮pii収ぷ|代加藤円八殿

l列j台31.11'-4月12日 税不足金 l円26銭 lfiIT送全納入ニッキMn:1井尻般歳駁

井尻代
Jmト円八殿

Nu761 I 11 I 11 Nu45 札悦太領収証

明治31年 6月25日I31年 1JU1納税Nu43オ7ピリ分領収証

NO.762 I 11 I 11 No.48 カマヤウス " 

No.763 I 11 I " Nu34 ウツナィ 11 

Nu759 

Nu764 

Nu764 

Nu765 

11 11 Nul6下ヤウシパ 11 

11 Nul7上ヤウシパ H 11 

11 11 Nu35 

11 No.36 

Nu771 I明治31il'-7月5日 I31年鈴鋭50内也鈴校二口分仮'支=11正

No.796 I明治33年12月15日 |売上請求E氾

11 

藤岡利兵衛.f，縫う〉

11 

井尻代
Jmli料Z村山代

25御印係

Nu851 I明治33年 5月25日|鮭-!'sヅツ永山他六粁へ附られたき依頼 11111雌傑

NO.850 I 6月21日 I+tt1にて小間物碕開閉多忙ニ付1~ 1 日参 t:~!:fûj 11m様様

NO.853 

NO.854 

NO.883 

No.884 

NO.885 

No.867 

Nu879 

Nu880 

Nu1l25 

No.1l35 

No.1l68 
ー1181迄

井尻静j筏38歳他 4名年飾品:.JJe(小僧制;色内町J41託子J也1主)

6月23日 |石狩にてま持50敷貝入方依頼〈!?他φや |③御庖

石狩町問中及しつぶ小師拘l人名簿

(機長半紙ニッ折81文綴)

石狩厚IB名簿 (35名 ) (伊i主iE人)

小栂人名簿 (24名)

石狩郡石狩川堤防符fI}J也坪数調 (11'52151坪7325)

小mよリ の米代価至急知らされたき{挺り

全@米政制問(2枚)
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Nul184 I明治33年11月9日|主主 2束波被下度記

Nu1l85 I 12月28日|金9円50銭品代領収J己

No.l208 明治12.13建物敷地、御所平場他li'許税

(内OR井尻半左衛門、長i兵吉・4公、再捜部盟八、

対緩移民〔共令))
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子
供
に
き
か
せ
る
石
狩
町
の
昔
話

花
川
南
地
区

II 

鈴

木

ヱ

卜

円

グ〉

さ
む
い

さ
む
い
日
で
し
た
。

こ
の

H
は
制
か
ら
粉
可
が

降
り
、
今
年

一
併
の
冷
え
こ
ん
で
夕
刊持
に
は
、
道
の
水
た
ま
り
は
氷
り
、
小
さ

な
吹
汚
校
憾
に
変
わ

っ
て
い

ま
し
た
。

私
が
、
家

へ
訪
ね
て
行
く
と
い
う
.山門:
一の
山
中
し
山
山
を
断
り
、
岡
崎
義
夫
さ
ん

は
私
の
自
宅
へ
自
転
引
を

の
り
つ
い
で
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
十

一
月
二
十
一

日
に
、

お
お
ぞ
ら
児
童
館
で
企
両
し
た

「
第

一
回
石
狩
町
の
昔
話
を
聞
か
せ
る

会
」
の
打
ち
合
せ
の
た
め
で
す
。
引
払
が
勤
務
し
て
い
る
石
狩
町
お
お
ぞ
ら
児
童

鉛
で
は

H

自
分
達
の
住
む
町
を
知
っ
て
い

こ
う
ゆ
と
い
う
テ
|
?
を
も
う
け

て
行
恨
の
中
に、

そ
れ
を
取
り
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。
五
十
六
年
二
月
に
は
、

「
石
狩
町
を
知
る
町
と
チ
の
ス
ラ
イ
ド

の
集
い
」
を
も
ち
、

ス
ラ
イ
ド
を
け
ん
な

が
ら
石
狩
町
を
知
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
特
に
大
人
の
参
加
む
目
立
ち
、
大
人
だ

け
集
ま

っ
て
、

q

石
狩
町
の
昔
と
今
仰
の
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

又
、
九

H

に
は
、
石
狩
町
内
出
土
の
縄
文
土
器
を
み
な
が
ら
説
明
を
-
7
け
、
石
狩
町
の
土

を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
で
縄
文
士
総

づ
く
り
の
休
験
を
す
る
中
で
、
北
固
め
く
ら

し
を
知
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
皆
の
人
述
が
し
た

で
あ
ろ
う
針
焼
に
も
成
功
し
、

日開
し
そ
う
に
土
訴
を
か
か
え
て
行
く
子
供
達
を
み

て
ほ

っ
と
し
た
も
の
で
す。

そ
し
て
今
日
、
岡
崎
さ
ん
と

の
話
し
A
H
い
は
、
こ
の

土
地
で
生
れ
、
有

っ
た

岡
崎
さ
ん
か
ら
、
五
十
年
前

の
花
川
南
地
区
の
昔
話
し
を
聞
か
せ
て
瓜
く
た
め

の
打
ち
合
せ
に
よ
る
む
の
だ

っ
た
の

で
す
。

こ
れ
か
ら
占
く
事
は
、
そ
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
の
む
の
で
す
。

岡
崎
義
夫
さ
ん
は
、
大
正
半
年
生
れ
、
今
年
六
十
五
歳
に
な
り
ま
す
。
花
川

南
一
条

一
丁
目
の
今
の
住
い
で
生
れ
、
ず
っ
と

こ
の
土
地
で
行
っ

た
の
で
す。

市

一
条

一
丁
目
の

一
角
は
、
附
附
さ
ん
の
仁
地
だ

っ
た
の
で
す
か
ら
、

ら
児
童
館
の
土
地
む
、
も
と
は
、
岡
崎
さ
ん
の
も
の
だ

っ
た
の
で
す
。

お
お
ぞ

あ
つ
い

孫
茶
を
す
す
り
な
が
ら
、
速
い
品
目
を
思
い
出
す
よ
う
に
請
し
は
始
り
ま
し
た
。

そ
う
だ
な
あ
、

0
0
 

訟
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
訂
川
県
の
人
で
開
拓
民
家
と
し
て
、

こ
の
南

一
条

一
丁
目
に
円
以
初

っ
か
ら
住
ん
だ
ん
で
す
。
私
が
も
の
心

つ
く
こ
ろ

に
は
、
こ

の
辺

一
帯
は
す
で
に
畑
に
な
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
側
に
は
燕
麦
が
蒔

れ
て
い
ま
し
た
。
燕
麦
は
馬
に
食
べ
さ
せ
る
ん
で
す
。
燕
麦
は
ど
う
や
っ

て
つ

く
る
か

つ
て
?

h

作
に
純
を
蒔
い
て
、
耳
に
な

っ
た
ら
刈
り
入
れ
を
し
て
束
ね

て
、
畑

に
mm
み
上
げ
て
お
い
て
乾
す
ん
で
す
。

そ
の
あ
と

「
か
ら
さ
お
」

で

は
た
い

て
実
だ
け
に
し
て
、
そ
れ
を
俵
に
入
れ
出
荷
す
る
ん

で
す
よ
。

中
川
交
の
他
に
亜
麻
J
U

畑
に
は
は
帆
え
て
い
ま
し
た
よ
。
亜
麻
は
、
札
眺
駅
近
く

の
帝
国
製
麻
と
い
う
工
場
が
昔
あ

っ
て
、
そ
こ
に
出
荷
す
る
ん
で
す
。

こ
れ
も

存
附
蒔

い
て
夏
、
刈
り
入
れ
、
く
き
を
乾
か
し
て
、
こ

の
く
さ
を
先
る
ん
で
す
。

亜
麻
は

テ
ン
ト
や
ズ
ッ
ク
靴
の
製
品
に
な
り
ま
す
。

当
時

戦
争
が
い
引
い

て

い
た
ん
で
、
こ

の
亜
麻
は
ず
い
ぶ
ん
軍
用
品
に
は
使
わ
れ
て
い
た
ね
え
|
。



除
虫
鈎

L
M
え
て
い

ま
し
た
よ
。
除
山
山川初
江
仰
の
花
だ
け
を
と
リ
、
位
か
し

て
そ
れ
を
工
場
に
光
る
ん

で
す
。
工
均
で
は
、
そ
れ
を
粉
に
し
て
殺
虫
剤
に
す

る
ん
で
す
よ
。

倒
的
さ
ん
は
、
当
時
の
畑
の
様
子
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
除
虫

菊
の
話
が
山
山
ま
し
た

の
で
、
す
で
に

、
石
狩
町
郷
土
研
究
会
の
令
，r仲
久
さ
ん

か
ら
教
え
て
聞

い
た
除
虫
菊
の
話
を
少
し
こ
こ
で
ふ
れ
て
み
会
し
よ
う
。

金
子
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
明
治
-
一十
年
、
新
潟
か
ら
花
畔
へ
入
納
し
、

北
海
道
で
は
じ
め
て
除
虫

舗
の
ぷ

-mを
し
た
人
で
す
。
除
虫
菊
は
、
和
歌
山
県

や
岡
山
県
が
本
場
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
花
畔
も
砂
地
で
あ
る
と
こ
ろ

か・句、

除
虫
菊
に
適
し
た
土
地
と
い
え
る
の
で
し
ょ

う
。
春
に
純
を
蒔
き
、

六

月
中

旬
か
ら
七
月
小
旬
ま
で
に
は
花
を
き
か
せ
ま
す
。

い
ち
め
ん
除
虫
菊
の
花
が
咲
き
出
す
と

「
せ
ん
ば
」
と
い
う
道
払
を
使
っ
て

花
だ
け
を
取
り
ま
す
。

こ
れ
を
乾
燥
お
り
に
な
ら
べ
て
、
二
日
間
位
い

で
乾
か

す
の
で
す
が
、
こ
の
時
が
勝
負

で
す
。
な
ぜ
?
と
い
う
と
、
天
気
が
、
か
ん
か

ん
照
り
だ
と
銀
色
に
、

い
い
色
し
た
仕
上
り
に
な
り
ま
す
し
、
良
く
な
い
天
気

だ
と
銀
色
に

は
な
ら
ず
、
色
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
商

品
価
値
が
下
が
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

花
を
と
り
、
乾
燥
さ
せ
る
作
業
は、

わ
け
で
す
か
ら
、

ほ
ぽ

一
ヶ
月
間
に
集
中
し
て
行
わ
れ
る

自
の
ま
わ
る
よ
う
な
い
そ
が
し
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
チ
供
た
ち
も
、
こ
の
作
業
に
か
り
出
さ
れ
、

か
ご

一
ば
い

花
を
と
っ
た

、旬

、

と
駄
目
を
も
ら

っ
た
そ
う
で
す。

こ
の
時
期
が
終

っ
て
、
冬
の

一
段
ザ
治
し
た
こ
ろ
、

い
く
ら
、

石
臼
で
乾
燥
し
た
除
虫
菊

を
引

い
て
粉
に
し
、

の
み
と
り
扮
に
佼
川
し
ま
し
た
。
J
U

ち
ろ
ん
、
屯
灯
が
と

む

っ
た
大
正
八
年
以
後
は
、
千
ま
わ
し
か
ら
動
力
機
に
公
リ
、
仕
が
も
楽
に
な

ワ
た
そ
う
で
す
。

全
FY
さ
ん

の
家
で
は

続
的
は
か
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

G

道
の
りけ
可
キ

受
け
て

殺
虫
剤
の
版
光
む
し
ま
し
た

除
山
古
仰
を
粉
に
し
た
あ
と
、
雌
に
つ

め
て

山

口
に
は
ん
八
を
数

ヶ
所
あ
け
て

紛
が
山
る
よ
う
に
仕
組
ん

hp

ヲ
匂

L

で
あ
り
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
、
調
味
料
の
い
れ
も
の
み
た
い
な
、
形
で
す
ね
。
そ

の
こ
ろ
主
に
、
栄
樹
図
に
売
り
山
さ
れ
た
り
、
家
畜
の
、
の
み
と
り
粉
な
ど
に

使
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

石
狩
町
で
は
、
ど
ん
ど
ん
除
虫
必

の
法
府
を
す
る
出
家
が

mえ
、
大
正
六
年

に
は
石
狩
町
の
除
虫
菊
組
合
が
出
米
、
や
が

て
、
北
海
道
各
地
に
も
、
除
虫
菊

を
裁
は
川
す
る
民
家
が
、
ふ
え
て
行
き
ま
し
た
。

札
脱
市
の
琴
似
に
北
海
道
除
虫

菊
組
合
も
で
き
、
昭
和
七
年
に
は
、

「
ハ
ル
ク
」
と
い
う
名
前

の
水
溶
液
の
殺

Q
U
 

虫
剤
を

つ
く
っ
て
工
夫
す
る
ま
で
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

戦
後
、

ア
メ
リ

カ
か
ら

D
D
T
な
ど

の
化
か
楽
u
聞
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
殺

虫
剤
が
強
力
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
虫
の
生
命
力
も
強
く
な
っ
て
行
き
ま
す
。

良
薬
の
・中
に
は
、
人
間
の
休
に
舎
を
与
え
る
も
の
さ
え
出
て
き
て
い
ま
す
。

除

虫
菊
の
殺
虫
剤
は
、
そ
ん
な
こ
と
な
か

っ
た
の
に
ネ
ェ
!
と
金
子
さ
ん
は
い

っ

て
お

ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
ま
で
、
金
子
さ
ん
は
が
ん
ば
っ
て
除
虫
菊
の
栽
培
を

q
f
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
に
勝
て
な
く
、
止
め
ざ
る
を
え
な
チ

つ
七

金
子
さ
ん
は
、
除
虫
菊
の

η

カ
ブ
。
だ
け
で
2
U

筏

L
、
花
を
毎
年
一
吠
か
じ
さ
よ
ハ

た
か

っ
た
。

と
一百
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。



岡
崎
義
犬
さ
ん
の
お
諸
に
、
も
ど
リ
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
南

一
条
一
丁
目
の
北
自
の
州
に
は
、
燕
炎
、
亜
麻
、
除
虫
菊
、
小
炎
、

ソ
パ
、
ま
た

一
年
中
食
べ
ら
れ
る
野
菜
が
広
い
土
地
に
び
っ
し
り
机

そ
し
て
、

え
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
子
供
述
の
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
さ
ね
ェ

l
。
あ
の
こ
ろ
は
、
三
度
の
御
飯
の
後
か
た
ず
け
や
、

三
時
に

な
る
と

い
も

・
か
ぼ
ち
ゃ
を
煮
て
畑
へ
も

っ
て
い
っ

た
む
ん
で
す
。

お
や
つ

で
す
よ
。

い
や
に
な
る
だ
け
し
ま
し
た
。

私
の
父

畑
の
市
と
り
な
ど
、
も
う

観
は
単
隊
で
馬
丁
を
し
て

い
た
も
ん
で
す
か
ら
、
凶
作
ぺ
の
手
入
れ
は
、
そ
れ
は
そ

れ
は
厳
し
く
し
つ
け
ら
れ
た

L
ん
で
す
よ
。
馬
の
ば
か
ら
弘
ま
で
円
削
除
さ
せ
る

ん
で
す
。

そ
の
後
、
私
は
市
除
に
入
リ
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
役
立
ち
ま

し
た
が
ね
。
畑
仕
叫

-L、
小
学
校
山
学
年
に
な
る
と

一
人
前
に
カ
マ
も
っ
て
刈

り
入
れ
の
手
伝
い

L
し
ま
し
た
よ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
州
お
こ
し
な
ど
の
出
作
業
が
、
同
か
ら
機
械
に
変
わ

っ
た

の
で
、

m
W
4
L
必
衷
と
し
な
く
な
っ
た
も
の
ネ
ェ

l
。
治
問
す
る
の
は
競
争
馬
〈

ら
い
の
む
の
で
す
よ
。

だ
か
ら
、
燕
麦
も
必
要
と
し
な
く
な
っ

た
。

除
虫
菊
だ

っ
て
、
殺
虫
剤
が
、
化
学
議
口
川
に
な

っ
た
の
で
ζ

れ
も
必
要
と
し
な
く
な

っ
た。

亜
麻
だ
っ
て
そ
う
で
す
。
ズ

y
ク
靴
や
、
テ
ン
ト
も
化
学
繊
維
が
つ
か
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
、
こ
の
地
区
も
、
水
田
を
造
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
排
水
工
必

を
続
け
て
き
て
、
こ
の
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
当
時
、
砂
地
に
米
を
杭
え
る
の

は
無
用
と
い
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
米
は
、

た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
な
う
た
ん

そ
の
米
J
U

、
後
に
民
協
の
介
時
に
砧
み
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
で
す
。

畑
は
、
水
間
に
き
り
か
え
て
い
っ
た
ん

だ
け
ど
米
が
航
み
上
げ
る
よ

で
す
よ
。

う
に
な
る
ん
で
は
ね
エ
|。

将
米
め
い
山
中
を

rJえ
て
、
昭
和
三
ト
九
年
、
南
線
地

区
で
は
五
十
二
戸
の
土
地
所

h

何
者
が
集
っ
て
、
当
時
の
内
外
持
地
の
、
同
地
造

成
什
固
に
貨
同
し
て
、
土
地
を
手
ぱ
な
し
た

の
で
す
。
そ
し
て
出
来
あ
が

っ
た

の
が
、
A
t
の
花
川
南
団
地
で
す
。

五
十
年
前
、
ク
マ
が
い
た
か
つ
て
?

や

も
う
こ
の
辺
に
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
よ
。

い
た
そ
う
で
す
が
、
不
。

小

私
の
父
親
の
代
に
、
開
拓
当
時
に
は
、

昨
ま
で
広
を
買
い
出
し
に
行
く
と
き
な
ん
か
、
い
ね

つ
か
な
く
て
、

あ
き
カ
ン
を
、

ガ
ン
ガ
ン
た
た
い
て
、

ク
7

の
出
て
く
る
の
を
防
い
だ
そ
う
で
す
。
私
の
小
さ

い
こ
ろ
に
は
、
ま
だ
開
妬
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
は
、

ク
マ
が
出
た
と
い
う

話
は
き
き
ま
し
た
が
ね
。

そ
れ
よ
り
、
夜
、
十
二
時
ご
ろ
に
な
る
と
、
家
で
削
っ
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
を

A
U
 

。L

キ
ツ
ネ
が
裂
い
に
く
る
ん
で
す
。

キ
ツ
ネ
の
あ
の
口
は
す
ご
い
で
す
か
ら
ネ
。

ニ
ワ
ト
リ
の
首
を

一
発
で
か
み
き
る
ん
で
す
か
ら
、
も
う
、
大
へ
ん
な
も
ん
で

す
。
こ
の
キ
ツ
ネ
を
殺
す
の
に
、
畑
の
作
業
に

つ
か
う
ホ

l
ク
を
も

っ
て、

ム

シ
ロ
を
か
ぶ
っ
て
、

じ
っ
と
待
つ
ん
で
す
。

キ
ツ
ネ
は
、
失
い
や
立
日
に
敏
感
で

す
か
ら
ね
。

じ
っ
と
静
か
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

そ
し
て
近
ず
い
て
来
た
と
こ

ろ
で

ホ
ー
ク
を
つ
か

っ
て
刺
し
殺
す
ん

で
す
。

つ
か
ま
、
え
た
キ

い
き
な
り

ツ
ネ
は
、
え
り
巻
き
に
し
て
今
で
も
持
っ
て
い
ま
す
よ
。
イ
タ
チ
や
タ
ヌ
キ
は
、

、

J
U
、7

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
み
ま
し
た
よ
。
今
の
紅
葉
山
、
北
目
は
、
も
み
じ
の
木
が

ほ
ん
と
う
に
あ

っ
た
ん
で
す
が
ネ
ェ

l
。
あ
そ
こ
に
行
く
と
、

だ
ま
っ
て
坐

っ

て
い
る
だ
け
で
も

リ
ス
な
ん
か
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
出
て
米
ま
し
た
よ
。

海
や
川
に
集
ま
る
も
の
の
話
だ
ゥ
て
ワ

そ
、
つ
だ
ネ
ェ
|

七
線
浜
に
い
く

と
、
わ
た
り
ガ
ニ
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
ネ
ェ
、
砂
浜
に
チ
ョ
ロ
チ
ヨ
ロ
あ
が



っ
て
く
る
ん
で
す
。
竹
の
絡
で
キ
ユ

y

と
、
は
さ
ん
で
、

七
月
に
は
あ
さ
り
貝
、
八
月
に
は
ホ
ツ
キ
、
サ
パ
や
ニ
ン
ン
も
採
れ
た

い
く
ら
で
も
採
れ
た

ネ
ェ

。

し
ネ
ェ

。
近
く
の
川
や
家
の
ま
わ
り
の
排
水
口
に
は

ド
ジ
ョ
ウ
や
ト
ン
ギ
ョ

と
い
う
と
げ
の
つ
い
た
魚
が
い
ま
し
た
よ
。

フ
ナ
も
よ
く
天
然
川
に
い
た
も
ん

で
す
。

最
近
、
屯
悶
の
方
で
水
田
が
つ
く
ら
な
く
な

っ
て
民
薬
っ
か
わ
な
く
な

っ
た
ら
、

こ
の
川
に
も
ま
だ
ト
ン
キ
ョ
が
い
て
怯
し
か
っ
た
で
す
よ
。

そ
の
こ
と
が
子
供
の
遊
び
だ

っ
た
ネ
ェ

。

自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
、

そ
う
だ
、
冬
に
な
る
と
ネ
、

あ
そ
び
に
使
う
ス
キ
ー
も
っ
く
り
ま
し
た
よ
。

ど
う
し
て
つ
く
る
か
つ
て
?

ま
ず
ね
、
白

憾
の
木
が
一
番
す
べ

る
ん
で
す

ょ
。

こ
の
木
を
自
然
に
乾
か
し
て
板
に
す
る
ん
で
す
。
先
つ
ぼ
を
切
っ
て
今
の

ス
キ
ー
の
よ
う
に
曲
げ
る
ん
で
す
。

こ
の
曲
げ
か
た

で
す
か

?

お
湯
の
中
に

二
・
三
日
つ
け
る
ん
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、

お
も
り
を
つ
け
て
、

し
の
ら
せ
て
ゆ

く
ん
で
す
。
ゆ
っ
く
り
ネ
。

あ
と
は
馬
の
金
具
の
き
れ
っ
ぱ
し
を
つ
け
て
靴
を

入
れ
る
と
こ
ろ
を
つ
く
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

色
を
塗
っ
た
か
っ
て
?

そ
ん
な
こ
と
し
ま
せ
ん
よ
。
雪
が
降
る
で
し
ょ

ズ
ポ
ズ
ポ
と
埋
っ
て
し
ま
う
道
で
は
、

カ
ン
ジ
キ
を
履
く
ん
で
す
。

そ
う
し
な

い
と
、
埋
っ
て
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
も
つ
く
る
ん
で
す
。

の
木
が
一
番
い
い
ん
で
す
よ
。
竹
?

ぶ
ど
う

す
べ
っ
て
歩

竹
だ
と
縫
い
け
れ
ど
も
、

け
な
く
て
ダ
メ
で
す
よ
。

つ
く
る
話
で
思
い
出
し
た
。

ソ
パ
だ
っ
て
つ
く
っ
て
食
べ
ま
し
た
よ
。
、f
，、丸

六
月
末
頃
に
種
蒔
い
て
九
月
に
は
刈
り
入
れ
で
す
。

カ
ラ
サ
オ
で

た
た
い
て
実
だ
け
に
し
て
、
ひ
き
臼
を
使
っ
て
粉
に
す
る
ん
で
す
。
そ
の
粉
を

で
す
か
?

っ
か
つ
て
ソ
パ
を
つ
く
る
ん
で
す
。
私
の
家
で
は

一
年
間
で
、
二
十
俵
は
食
べ

ま
し
た
ね
ェ

|
。

そ
の
こ
ろ
内
地
米
は
手
稲
ま
で
口
い
出
し
に
い

っ
て
ネ
。

俵
十
円
く
ら
い
で
、
旭
川
米
は
七
円
で
し
た
よ
。

岡
崎
義
夫
さ
ん
か
ら
、
う
か
が
っ
た
お
話
は
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
す
。
岡

崎
さ
ん
は
、
ま
す
ま
す
強
く
吹
い
て
き
た
雪
の
夜
に
自
転
車
で
帰

っ
て
ゆ
か
れ

ま
し
た
。

ご
」
ん
な
申
丹
、
さ
な
ん
て
、
満
州
の
寒
さ
に
く
ら
べ
た
ら
、
た
い
し
た

こ
と
な
い
よ
口

と
い
う
元
気
な
声
を
残
し
て
:
・
:
。

私
は
最
近
、
昔
話
を
聞
く
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
人
達
に
逢
い
ま
す
。
そ

の
た

ぴ
に
生
き
て
き
た
長
い
過
去
の
重
さ
を
ひ
き
ず

っ
て
対
処
し
て
く
れ
る
相
手
に
、

自
分
は
ど
れ
だ
け
の
話
を
引
き
出
し
得
る
の
か
、

そ

し

て

古

け

る

の

か

な

ど

考
、
え
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
皮
に
、
う
ま
く
苫
こ
う
と
か
、
良
く
み
せ

ょ
う
と
か
、
と
い
う
気
負
い
は
姶
て
、
素
直
に
な
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

幸
い
に
も
、
十
一
月
二
十

一
日
に
、
児
童
館
で
企
画
し
た

「第

一
回
石
狩
町

唱

E
A

η
L
 

の
昔
話
を
き
く
会
」
は
、
八
十
名
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
、
こ
の
目
、
石
狩

町
の
伝
説

「
サ
ケ
と
わ
か
も
の
」
を
再
話
し
、
紙
芝
居
に
し
て
み
せ
ま
し
た
。

企
画
当
時
、

二
十
人
で
も
、
三
十
人
で
も
い
い
、
小
さ
な
会
で
も
、
長
く
継
続

で
も
何
人
集
ま
る
か
な
あ
、
今
の
子
供
た
ち
は
、
昔
話
に
興

な
ど
心
配
も
し
た
の
で
す
が
、
子
供
迷
の
元
気
な
質
問
の

さ
せ
た
い
な
あ
、

味
が
あ
る
か
な
あ
、

声
に
、

私
の
心
配
も
吹
き
と
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

¥
素
直
に

い
え
ば
、

「
今
の
子
供
達
も
昔
話
を
聞
き
た
い
の
で
す
U

自
分
遠
の

郷
土
を
知
っ
て
行
く
と
い
う
学
習
は
、
学
校
教
育
の
・中
で
、
そ
し
て
児
童
館
の

ま
た
子
供
の
集
ま
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
形
を
変
え
て
、
子
供
達
の

中

で
、

中
に
侵
透
し
て
い
け
た
ら
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
の
ね
が
、
こ
の
場
所
に

い
る
限
リ
、
長
く
こ
の
企
画
は
続
け
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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お
だ
や
か
な

秋
の
日
で
し
た
。

木
の
葉
は
赤
〈
染
り

そ
の
す
き
間
か
ら

た
。
あ
た
り
は
い
附
か

水
の
せ
せ
ら
ぎ

流
れ
に
そ
っ
て

水
面
を
み
て
い
る
と

め
て

右
手
を
水
に
ひ
た
し

目
を
と
じ

魚
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

わ
か
も
の
に
近
づ
い
て

そ
っ
と
み
る
と

水
底
で
は

い
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
神
州
仰
が
魚
を
く
れ
た

ア
イ
ヌ

の
わ
か
も
の
は
、
手
ず
か
み
で

入
れ
ま
し
た
。
ウ
ロ
コ
が

化
「，

S
1
l
 

鈴

木

ト

コこ

こ
も
れ
陥
が

さ
し
て
い
ま
し

だ
け
が

聞
え
ま
す
。

一
人
の
わ
か
も
の
が

身
を
か
が

な
に
か
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
と
り
あ
げ

カ
ゴ
の
中
に

防
に
問
…
、
わ
さ
れ
て
、
銀
色
に
光
っ
て
い
ま
し
た
。

-22-

漁
を
お
え
る
と

川
を
下
っ
て
、
あ
る
さ
出
し
ま
し
た
。

わ
か
も
の
は

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ

ロ
ロ

ピ

l
ヒ
ョ
ロ

ロ
ロ

大
切
に
し
て
い
る

笛
を
ふ
き
ま
す
。

ピ
!
ヒ
ョ
ロ
ロ
ロ

ピ

l
ヒ
ョ
ロ
ロ
ロ

歩
き
な
が
ら
ふ
く

す
き
と
お

っ
て

付
聞
の
立
一
回
は

い
つ
も
よ
り

主
、
こ
、
え
中
酔

す
。ピ

l
ヒ
ョ
ロ
ロ
口
、

ピ
ー

ピ
ー

常
聞
の
生
一
回
は

風
に
の
っ
て

秋
の
す
み
き
っ

た
空

森
の
中
を
か
け
め
ぐ
り



い
つ
ま
い
に

広
が
り
ま
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か

陪
は
か
た
む
き

空
は
美
し
い

あ
か
ね
雲
に

か
わ
り

ま
し
た
。

タ
や
け
の
中
で

家
も

花
も

か
げ
絵
の
よ
う
に

ゆ
れ
て
い
ま
す
。

木
も

草
も

，烏
は

巣
へ
か
え
り

あ
り
ま
せ
ん
。

虫
の
戸
も

-MU
、っ
，

と
っ
ぷ
り
と

協
は
く
れ

入
っ
て
い

夜
の
や
み
の
中
に

き
ぜ
土
A
F
1レ
わ
~
。

qa 。，u

ピ
l
ヒ
ョ
ロ
ロ
ロ

ピ
i
ヒ
ョ
ロ
ロ
ロ

わ
か
も
の
は

夢
の
よ
う
な

」
こ
ち
が

し
て
き
ま
し
た
。

道
ば
た
の
草
は

夜
つ
ゆ
を

ふ
く
み
足
を
し
っ
と
り
と

ぬ
ら
し
ま
す
。

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
ロ

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ

ロ

な
お
も
ま
た

箇
を

ふ
き
つ
づ
け
ま
す
。

そ
の
美
し
い
笛
の
音
に

以
を
ひ
そ
め

あ
い
ま
し
た
。

け
も
の
た
ち
は

み
あ
げ
る
と

星
が
い
ち
め
ん
に

か
が
や
い
て
い

夜
の
空
に

月
は
さ
え

ま
す
。



天
の
川
も

く
っ
き
り
と

み
え
ま
し
た
。

遠
く
か
ら

エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
の
な
き
ご
え
も

き
こ
え
て
き
ま
し
た
。

-
:
ど
こ
亭
』

ど
う
あ
る
い
た

と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

わ
か
も
の
が

あ
る
い
て
い
た
の
は

夢
の
中
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
:
・。

同
じ
場
所
を

し
て
い
た

だ
け
で
す
。

ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
り

深
い
た
め
い
き
を

も
ら
し
た

わ
か
も
の
は

倒
れ
る
よ
う
に

大
き
な
木

の
下
で

ね
む
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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「
わ
た
し
に

笛
を
ふ
い
て

F
-
i

、
。

/
、
ナ
九
A
C
L
V

」

「
も
う
一
度

r
E
i

、.
。

/
、
+
人

Lac
iv
」

笛
を
ふ
い
て

だ
れ
か
が

よ
ん
で
い
ま
す
。

深
い
ね
む
り
か
ら

き
め
て

そ
こ
に
は

ア
イ
ヌ
の
娘
が

目
を
あ
け
る
と

す
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

か
が
や
く
ば
か
り
に

美
し
い

娘
で
し
た
。

わ
か
も
の
は

た
の
ま
れ
る
ま
ま
に

笛
を
ふ
き
ま
し
た
。

た
か
く

つ
よ
く
、

よ
わ
〈

. 。

ひ
く
く



娘
は

わ
か
も
の
に
よ
り
そ
い

飴
の
立
臼
に
司
を
か
た
む
け
ま
す
。

笛
の
古
田
は

す
い

帽』
ま
れ
て

い
き
ま
し
た
。

や
み
の
中
にコ‘?Tf 

娘
は
立
ち
あ
が
り

わ
か
も
の
が
ふ
く

笛
に
あ
わ
せ
て

舞
い
は
じ
め
ま

し
た
。

そ
の
す
が
た
は

月
の
光
に
て
ら
さ
れ
て

虹
色
に
か
が
や
い
て
い
ま
す
。

娘
は
し
だ

い
に

遠
く
へ
消
え
て
し
ま
い
そ
う
に

殺
そ

e'
T
J
eu
y
-
J
Z
d
h
--

な
り
ま
し
た
。

宙
を
舞
い

わ
か
も
の
品川

強
〈
笛
を
ふ
さ

諸
問
る
す
か
へ

ょ，r

，
-

-h 

1'':. 
t 

あ
ち
ら
か
ら
も

こ
ち
ら
か
ら
も

笛
の
音
が
こ
だ
ま
し
て

主
三
」え
て
き
、
ま

すわ
か
も
の
も

い
っ
し
ょ

に

舞
い
は
じ
め
ま
し
た
。

体
の
中
に

あ
つ
い
も
の
が

流
れ

ひ
た
ひ
た

と

し
だ
い
に

と
け
て
い
く
の
が

わ
か
り
ま
し
た
。

「「
u

n
L
 



一
夜
が
あ
け
ま
し
た
。

わ
か
も
の
が

か
え
ら
な
い
の
で

コ
タ
ン
は

大
き
わ
ぎ
で
す
。

村
中
を

さ
が
し
ま
し
た
が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。

な
か
ま
の
一
人
が

こ
ち
ら
へ

と
ほ
う
に
く
れ
て
い
る
と

さ
け
び
な
が
ら

や
っ
て

「
お
ー
い き

ま
す
。

み
つ
か
っ
た
ぞ
、
フ
i
u

コ
タ
ン
の
人
た
ち
は

さ
じ
ん

砂
塵
を
あ
げ
て

か
け
つ
け
ま
し
た
。

石
狩
川
の
流
れ
に
そ
っ
て

走
り
つ
づ
け
ま
す
。

秋
の
風
が

ほ
お
を
う
ち

髪
を
な
で
ま
す
。

ひ
た
い
の
汗
を

こ
ぶ
し
で

ふ
き
ま
し
た
。

わ
か
も
の
を

み
つ
け
た

村
人
た
ち
は

つ
ぎ
つ
ぎ
と

名
前
を
よ
ぴ
ま
し

た
カず

答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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わ
か
も
の
は

川
べ
り
で

死
ん
で
い
ま
し
た
。

笛
を
だ
い
た
ま
ま

そ
の
そ
ば
に
は

大
き
な
サ
ケ
が

よ
り
そ
う
よ
う
に

れ
ん
山
た
え
て

匹

い
ま
し
た
。み

ず
み
ず
し
い

朝
の
空
に

花
も

ゆ
れ

風
も

白
河

J
U

虫
も

て
い
ま
し
た
。

ピ
l
ヒ
ョ
ロ
ロ
ロ

ピ

ピ

ピ
、

風
に
の
っ
て

き
こ
え
て
く
る

あ
の
立
目
は

こ
だ
ま
し
て
く
る

ふ
え
の
お
日
で
し
ょ
う
か

そ
れ
と
も

小
鳥
の
さ
え
ず
り
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

あ
と
が
き

石
狩
町
の
伝
説

「サ
ケ
と
わ
か
も
の
」
を
も
と
に
し
て
、
こ
の
絵
本
を
創
り

ま
し
た
。

は
じ
め
て
、
こ
の
伝
説
を
読
ん
だ
と
き
、
サ
ケ
は
、
生
れ
た
ふ
る
さ
と
に
必

ら
ず
帰
っ
て
き
て
卵
を
生
み
、

そ
の
一
生
を
終
え
る
と
い
う
神
秘
さ
と
、
と
も

に
、
サ
ケ
が
、
化
身
し
て
人
聞
の
す
が
た
に
な
り
、
わ
か
も
の
の
そ
ば
に
い
た

い
、
と
い
う
女
心
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

「
に
ん
ぎ
よ
ひ
め
」
の
物
語
と
か
き

円
/

の
L

な
り

い
つ
か
絵
本
に
し
た
い
と
い
う
心
が
、

だ
ん
だ
ん
と
ふ
く
ら
み
は
じ
め

ま
し
た
。



第

3
号
の
編
集
を
終
え
て

第
3
号
は
、
前
号
よ
り
若
干

ペ
ー
ジ
数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
駒
井
き

ん
、
金
子
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、

そ
し
て
長
谷
川
さ
ん
に
苫
い
て
頂
き
ま
し
た
。

長
谷
川
嗣
さ
ん
は
、

生
振
村
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
で
石
狩
町
誌
の
編
謀
、
キ
A
F

た
北
大
中
央
図
芥
館
で
村
山
家
文
書
の
研
究
に
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

五
六
年
の
会
活
動
は
、

夏
期
に
札
幌
村
郷
土
記
念
館
見
学
と
北
海
道
文
化
財

展
見
学
の
二
つ
の
行
事
を
組
み
ま
し
た
。
札
幌
村
郷
土
記
念
館
は
小
さ
な
建
物

な
が
ら
、

大
友
屯
太
郎
以
来
の
資
料
が
撃
理
展
示
さ
れ
、
札
脱
村
の
開
拓
の
鹿

史
が

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
大
変
好
感
の
も
て
る
展
示
で
し
た
。
石
狩

町
に
は
、

ま
だ
博
物
館
む
郷
土
館
も
な

い
の
で
非

uwに
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た

北
海
道
文
化
財
展
は
、

全
道
の
色
々
な
文
化
財
を

一
間
に
あ
つ
め
て
展
示
す

る
試
み
で
、

石
狩
町
か
ら
は
弁
天
祉
の
「
閲
羽
正
装
図
」
が
出
品
さ
れ
、
好
評

の
よ
う
で
し
た
。
今
後
も
会
全
体
で
見
学
会
、
研
修
等
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

一一
号
雑
誌
と
い
う
一言
葉
が
あ
り
ま
す
が

「
い
し
か
り
暦
」
も

「
三
号
雑
誌
」

と
笑
わ
れ
な
い
よ
う
に

次
号
か
ら
さ
ら
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
石
僑
孝
夫
)

い
し
か
り
暦

第
三
号

昭
和
五
七
年

一
月
三

O
日

石
狩
町
郷
土
研
究
会

発
行
者

編

発
行

草
、

H
H耳

「
い
し
か
リ
暦
L

編

集
委
員
会
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